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国
の
令
和
７
年
度
当
初
予
算
に
お

き
ま
し
て
は
、
少
子
高
齢
化
に
対
応

す
る
社
会
保
障
費
の
増
加
、
国
際
情

勢
の
変
化
に
伴
う
防
衛
費
の
拡
充
、

並
び
に
国
民
生
活
を
支
援
す
る
物
価

高
騰
対
策
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

に
対
応
す
る
た
め
、
歳
出
総
額
は
令

和
６
年
度
を
上
回
る
過
去
最
大
規
模

の
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
春
日
市

の
令
和
７
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

は
、
対
前
年
度
比
５
パ
ー
セ
ン
ト
増

の
４
２
５
億
７
０
５
万
円
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
幅
広
い
世
代
に
向
け
た
社
会
保
障

や
教
育
関
連
経
費
を
確
保
し
た
上

で
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
課
題
に
的
確
に

対
応
す
る
と
と
も
に
、「
春
日
新
50

年
プ
ラ
ン
」に
基
づ
き
、
未
来
を
見

据
え
た
魅
力
あ
る
都
市
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
の
政
策
に
係
る
事
業
費

も
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
春
日
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
平
成

13
年
度
か
ら
開
始
し
、
市
民
の
皆
さ

ま
と
真
摯
に
対
話
を
積
み
重
ね
て
き

た「
出
前
ト
ー
ク『
市
長
と
語
る
』」の

開
催
回
数
が
、
令
和
６
年
８
月
に
通

算
８
０
０
回
を
迎
え
ま
し
た
。
令
和

６
年
度
ま
で
の
参
加
者
は
、
延
べ
約

２
万
６
４
０
０
人
、
出
さ
れ
た
ご
意

見
は
、
延
べ
約
９
９
０
０
件
に
上
り

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ

い
た
貴
重
な
ご
意
見
に
つ
い
て
は
、

で
き
る
も
の
は
即
座
に
対
応
し
、
直

ち
に
解
決
で
き
な
い
も
の
は
、
そ
の

理
由
を
示
し
た
り
、
自
治
会
と
相
談

し
て
解
決
方
法
を
探
っ
た
り
し
な
が

ら
、
財
源
や
制
度
、
法
令
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
庁
内
で
議
論

し
、
必
要
性
や
優
先
順
位
を
見
定
め

た
上
で
、
市
政
運
営
に
反
映
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
市
民
の
皆
さ
ま

に
、
ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
と
思
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
市
の
将
来
都

市
像「
住
み
よ
さ
実
感
都
市
か
す
が

〜
つ
な
が
る　
は
ぐ
く
む　
支
え
合

う
〜
」の
実
現
に
向
け
、
誠
心
誠
意
、

市
民
と
行
政
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
に
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　井上市長が、令和７年第１回市議会定例会の初日（２月21日）
に、ずっと住み続けたいと思ってもらえるまちを目指して、市政運
営の基本方針や政策などを示す施政方針演説を行いました。
※演説の全文は、市ウェブサイト、情報公開コーナー（市役所1階）、市
民図書館で見ることができます。

問い合わせ先　経営企画課企画担当
（584）1111㈹　F（584）1145

1005365

施施政政方方針針令和７年度

春日市長　井
い の う え

上澄
す み か ず

和

令
和
７
年
度

施
政
方
針
演
説（
要
約
）
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50
継 

平
田
台
広
場
公
園
整
備
等
事

業（
◎
５
）

50
継 

市
民
活
動
交
流
地
区
緑
化
推

進
事
業（
◎
５
）

50
継 

こ
ど
も
ま
ん
な
か
公
園
づ
く

り
事
業

50
継 

た
め
池
防
災
減
災
事
業

50
継 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
事
業

　
新 

か
す
が
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
等
広
報
事
業

　
継 

基
幹
系
情
報
シ
ス
テ
ム
更
新

事
業

　
継 

市
庁
舎
長
寿
命
化
事
業

　
新 

こ
ど
も
計
画
策
定
事
業

　
新 

春
日
南
小
学
校
校
舎
増
築
事

業（
◎
３
）

　
継 

教
育
用
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
支
援
事

業

　
継 

春
日
中
学
校
校
舎
大
規
模
改

修
事
業（
◎
３
）

　
継 

春
日
東
中
学
校
屋
内
運
動
場

改
築
事
業（
◎
３
）

50
継 

こ
ど
も
・
子
育
て
支
援
拠
点

整
備
事
業

　
新 
高
齢
者
帯た

い
じ
ょ
う
ほ
う
し
ん

状
疱
疹
予
防
接
種

事
業（
◎
２
）

　
新 

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

（
◎
６
）

　
継 

が
ん
検
診
項
目
見
直
し
等
事

業（
◎
２
）

50
継 

市
中
央
部
市
民
活
動
交
流
拠

点
整
備
事
業（
◎
６
）

　
新 

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
メ

イ
ン
ア
リ
ー
ナ
床
改
修
事
業

　
継 

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
特

定
天
井
改
修
事
業

　
継 
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
ス

プ
リ
ン
グ
ホ
ー
ル
舞
台
機
構

設
備
更
新
事
業

　
継 

地
区
公
民
館
等
施
設
大
規
模

改
修
事
業

50
新 

平
田
台
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
供
用

施
設
移
転
新
設
事
業

50
継 

須
玖
岡
本
遺
跡
整
備
事
業

50
継 

特
別
史
跡
水
城
跡（
大
土
居
・

天
神
山
）整
備
事
業

　
新 

妊
婦
健
康
診
査
項
目
追
加
事

業（
◎
１
）

　
新 

１
カ
月
児
健
康
診
査
事
業（
◎

１
）

　
新 

春
日
市
消
防
団
西
分
団
格
納

庫
大
規
模
改
修
事
業（
設
計
）

　
継 

春
日
市
消
防
団
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
更
新
事
業

　
継 

下
水
道
維
持
管
理
計
画
事
業

　
継 

双
葉
市
営
住
宅
建
替
事
業

50
継 

西
鉄
春
日
原
駅
周
辺
整
備
事

業（
◎
４
）

50
継 

那
珂
川
宇
美
線
整
備
事
業（
下

白
水
西
工
区
）

50
継 

長
浜
太
宰
府
線
整
備
事
業（
須

玖
北
工
区
・
須
玖
南
工
区
）

50
継 

市
都
市
計
画
道
路（
小
倉
紅

葉
ヶ
丘
線
・
光
町
大
土
居
線
）

整
備
事
業

50
継 

春
日
西
多
目
的
広
場
公
園
整

備
事
業（
◎
５
）

50
継 

水
と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形

成
事
業（
◎
５
）

50
継 

街
路
樹
等
景
観
形
成
事
業（
◎

５
）

50
継 
都
市
公
園
土
地
活
用
・
機
能

向
上
事
業（
◎
５
）

主要施策ピックアップ

施政方針演説で述べた事業のうち、主な取り組みを紹介します。

令和7年度の取り組み
新：新規事業　継：継続事業
50：新50年プラン事業
◎：4〜5ページに紹介記事
　  （1〜6）あり

み
ん
な
で
支
え
合
い
、

誰
も
が
健
や
か
に

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち

人
と
地
域
が
つ
な
が
り
、

豊
か
さ
と
に
ぎ
わ
い
を

生
み
出
す
ま
ち

良
好
な
住
環
境
の
中
で
、

安
心
し
て
快
適
に

暮
ら
せ
る
ま
ち

持
続
可
能
で
、

市
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る

行
政
経
営

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
、

子
ど
も
が
す
く
す
く
と

成
長
で
き
る
ま
ち

施施政政方方針針令和７年度

▲水と緑の豊かなため池（白水池）

市報かすが ｜ 令和7年5月号03 電話番号　Fファクス番号　 メールアドレス　 市ウェブサイトページ ID



3

2

学校教育の充実
（学力向上支援、不登校対策、
  学校施設工事）

妊娠・出産・子育て支援の充実
（健康診査の拡充、子育て家庭の支援）

児
童
生
徒
が
生
き
生
き
と
輝
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
学
校
教
育
の
充
実
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
安
心
し
て
快
適
に
学
習
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

学
習
に
困
り
感
の
あ
る
児
童
に
は
、
個
別
の
補

充
学
習「
ま
な
び
や
春
日
」や
自
由
進
度
学
習
に
よ

り
、
学
習
の
確
実
な
定
着
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

不
登
校
児
童
生
徒
に
対
す
る
支
援
と
し
て
、
昨

年
度
か
ら
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
教

育
相
談
員
を
増
員
し
て
お
り
、
支
援
体
制
の
強
化

や
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
と
各
小
中
学
校
と
の
連
携

を
継
続
し
ま
す
。

　

ま
た
、
春
日
南
小
学
校
の
校
舎
増
築
工
事
、
春

日
中
学
校
の
校
舎
大
規
模
改
修
工
事
、
春
日
東
中

学
校
の
屋
内
運
動
場
改
築
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

［学校教育課、教育総務課］

［子育て支援課、国保医療課］

健康づくり支援の充実
（健康診査自己負担金見直し、
  帯状疱疹予防接種事業）

生
涯
に
わ
た
り
心
豊
か
に
暮
ら
す
た
め
に
は
、

心
身
が
健
康
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

全
て
の
世
代
が
自
分
に
合
っ
た
健
康
づ
く
り
が
で

き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

　
よ
り
積
極
的
に
健
康
診
査
を
受
け
て
も
ら
え
る

よ
う
、
４0
〜
６９
歳
に
係
る
特
定
健
康
診
査
の
自
己

負
担
金
を
１
０
０
０
円
か
ら
５
０
０
円
に
見
直
し

ま
す
。

　

ま
た
、
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、
国
の
指
針
に

沿
っ
て
検
診
対
象
者
の
見
直
し
な
ど
を
行
い
、
が

ん
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
つ
な
げ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
死
亡
率
の
減
少
を
目
指
し
ま
す
。

　

加
え
て
、
感
染
症
予
防
と
し
て
、
本
年
４
月
か

ら
定
期
接
種
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
６5
歳
以
上

の
帯
状
疱
疹
予
防
接
種
事
業
を
開
始
し
ま
す
。

［健康課］

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
期
を
通
し
て
切
れ
目
の

な
い
支
援
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
全
て
の
子

ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
の
重
要
な
基

盤
に
な
り
ま
す
。

　
妊
婦
健
康
診
査
助
成
事
業
の
検
査
項
目
を
追
加

し
、
よ
り
安
心
し
て
出
産
で
き
る
環
境
を
整
え
ま

す
。

　

併
せ
て
、
１
カ
月
児
を
対
象
と
し
た
乳
幼
児
健

康
診
査
を
開
始
し
、
健
診
結
果
を
医
療
機
関
と
共

有
す
る
こ
と
で
、
乳
幼
児
の
健
や
か
な
成
長
を
支

援
し
ま
す
。

　
ま
た
、子
育
て
家
庭
の
支
援
と
し
て
、引
き
続
き
、

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
で
の
専
門
的
な
相
談
支
援

や
高
校
生
世
代
ま
で
の
こ
ど
も
医
療
費
の
助
成
を

実
施
す
る
こ
と
で
、
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環

境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

1

▲健やかな成長を願って

▲運動教室で健康づくり

▲親身に生徒の相談に応じる教職員
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6

5

4

地
域
住
民
や
地
域
の
多
様
な
主
体
が
世
代

や
分
野
を
超
え
て
つ
な
が
り
、
幸
せ
な
地

域
を
共
に
創
り
上
げ
て
い
く「
地
域
共
生
社
会
」の

実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
共
生
社
会
の
拠
点
と
し
て
市
の
中
央
部
に

設
置
予
定
の（
仮
称
）地
域
共
生
交
流
施
設
に
つ
い

て
は
、
老
朽
化
し
た
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
ナ
ギ
の
木
苑
な
ど
市
内
各
所
の
福

祉
の
機
能
を
集
約
し
、
誰
も
が
利
用
し
や
す
く
、

複
合
化
・
複
雑
化
し
た
福
祉
課
題
に
対
応
で
き
る

施
設
に
な
る
よ
う
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
や
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
、
自
治
会
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど

と
連
携
を
深
め
、
生
活
困
窮
、
ひ
き
こ
も
り
、
虐
待
、

介
護
疲
れ
な
ど
の
生
活
上
の
課
題
を
抱
え
る
人
た
ち

の
相
談
を
包
括
的
に
受
け
て
課
題
解
決
に
つ
な
げ
る

重
層
的
支
援
体
制
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

特
急
停
車
駅
に
昇
格
し
、
昨
年
11
月
に
駅
舎

機
能
が
完
成
し
た
西
鉄
春
日
原
駅
は
、
福
岡

都
市
圏
南
部
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

西
鉄
春
日
原
駅
周
辺
地
区
で
は
、
地
区
計
画
に

よ
る
容
積
率
の
緩
和
や
高
度
規
制
の
見
直
し
な
ど

に
よ
り
、
民
間
活
力
が
発
揮
さ
れ
や
す
く
な
る
よ

う
に
規
制
緩
和
に
取
り
組
み
、
市
の「
都
心
」づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
同
地
区
が
市
全
体
の
商
工
振
興
を
け
ん

引
す
る
エ
リ
ア
と
し
て
発
展
す
る
よ
う
、
地
元
商

店
会
や
自
治
会
を
は
じ
め
、
関
係
者
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
探
っ
て
い

き
ま
す
。

　
民
間
事
業
者
が
実
施
す
る
駅
商
業
施
設
の
工
事

と
並
行
し
て
、
市
は
今
年
度
、
駅
前
広
場
と
周
辺

道
路
の
整
備
に
本
格
的
に
着
手
し
ま
す
。

［都市計画課、道路管理課、地域づくり課］

都市空間の形成、交通体系の整備・維持
（西鉄春日原駅周辺整備関連事業）

憩いの空間の整備・維持
（公園・緑地の整備）

地域共生社会の実現
（市中央部市民活動交流拠点整備
  事業・重層的支援体制整備事業）

緑
や
水
の
豊
か
さ
を
感
じ
ら
れ
る
公
園
・
緑
地

の
整
備
を
進
め
、
市
は「
緑
豊
か
な
都
市
」を

創
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　
四
季
の
彩
り
や
潤
い
、
安
ら
ぎ
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
計
画
的
・
積
極
的
に
街
路
樹
の
植
栽

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
各
エ
リ
ア
の
特
性
を
生
か
し

た
公
園
整
備
な
ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

▽
西
部
エ
リ
ア
：
春
日
西
多
目
的
広
場
公
園
と
西

野
球
場
の
一
体
的
な
整
備
、「
新
幹
線
の
見
え
る

丘
」に
展
望
施
設
を
整
備

▽
北
部
エ
リ
ア
：
須
玖
岡
本
遺
跡
と
の
一
体
性
を

考
慮
し
た
岡
本
公
園
の
再
整
備
な
ど

▽
南
部
エ
リ
ア
：
惣
利
公
園
の
再
整
備
、
平
田
台

広
場
公
園
の
整
備

▽
中
央
部
エ
リ
ア
：
小
倉
東
公
園
・
大
南
公
園
の

再
整
備
に
向
け
た
設
計
、
大
谷
緑
地
の
保
全
・

活
用
に
向
け
た
公
有
地
化

［都市計画課］

［経営企画課、福祉支援課］

主要施策ピックアップ

▲整備が進む西鉄春日原駅周辺（令和7年4月）

▲樹木の緑が映える市道

▲新しい社会福祉センターのイメージ図

施施政政方方針針令和７年度
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令和７年度春日市当初予算
～子ども施策を充実させ、人と地域がつながる環境整備に取り組む

魅力ある都市づくり推進予算～

問い合わせ先　財政課財政担当　（584）1111㈹　F（584）1145　 1004507

　令和7年度の当初予算をお知らせします。児童手当やこども医療費、障がい者関係給付など求められる
社会保障に丁寧に対応しつつ、春日西多目的広場公園整備事業や市中央部市民活動交流拠点整備事業な
ど春日新５０年プランに基づく整備を着実に進める、未来創造型の予算としました。
※市民1人当たりの予算額を算出するための人口は、令和7年1月末（111,864人）を用いています。また、残高は全

て令和7度末見込みのものです。
※記事中の▲はマイナスを表します。

◆一般会計予算　425億705万円（前年度比+5.0％）

◆特別会計予算　242億4,034万円（前年度比▲0.4％）
各事業の主な増減の理由は、次のとおりです。
●国民健康保険事業（前年度比▲1.3％）：国民健康保険事業費納付金の減
●後期高齢者医療事業（前年度比+7.4％）：保険料収入の増とそれに伴う保険料納付金の増
●介護保険事業（前年度比+5.1％）：保険給付費の増
●土地取得事業（前年度比▲66.2％）：土地取得事業費の全額減
●下水道事業（前年度比+3.3％）：建設改良費の増

※特別会計合計および全会計合計は、各会計の万円単位の予算額（下水道事業会計は支出額を計上）の合計です。

会計区分
予算額 対前年度比

令和7年度 令和6年度 増減額 増減率

一般会計 425億705万円 404億6,479万円 20億4,226万円 5.0%

特
別
会
計

国民健康保険事業特別会計 100億9,506万円 102億3,122万円 ▲1億3,616万円 ▲1.3%

後期高齢者医療事業特別会計 19億6,861万円 18億3,311万円 1億3,550万円 7.4%

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 83億8,077万円 79億7,488万円 4億589万円 5.1%

土 地 取 得 事 業 特 別 会 計 3億1,244万円 9億2,406万円 ▲6億1,162万円 ▲66.2%

下 水 道 事 業 会 計
（ 公 営 企 業 会 計 ）

収入　　29億890万円 収入　27億7,349万円 1億3,541万円 4.9%

支出　34億8,346万円 支出　33億7,377万円 1億969万円 3.3%

特 別 会 計 合 計 242億4,034万円 243億3,704万円 ▲9,670万円 ▲0.4%

全 会 計 合 計 667億4,739万円 648億183万円 19億4,556万円 3.0%

■令和7年度当初予算

　自主財源の要である市税は、個人市民税については令和6年度定額減税の終了や近年の賃上げの促進
などによる給与所得などの増額を見込み、固定資産税については土地の負担調整措置による増額および
堅調な新築数の増加を見込んだため、市税全体では前年度比で8.0%の増を見込んでいます。
　実質的な地方交付税（地方交付税および臨時財政対策債の合計）については、国の地方財政計画を踏
まえ、前年度比で4.3%の増を見込んでいます。

歳入

　児童手当、障がい者関係給付費および私立保育所委託費の増額などに伴う扶助費の増額ならびに一般
職（会計年度任用職員）の報酬の増額に伴う人件費の増加などにより、前年度比で増額となりました。歳出

予算総額　667億4,739万円（前年度比+3.0％）
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一般会計　歳入

一般会計　歳出

0 50 100 150 200 250 300 350 450400
億円

令
和
６
年
度

令
和
７
年
度

市税
136億2,001万円　33.7％

国県支出金
127億3,683万円　31.5％

市税
147億378万円　34.6％

国県支出金
142億4,501万円　33.5％

使用料・分担金など
29億4,596万円

7.3％

諸収入
7億4,611万円
1.9％

市債
19億4,540万円

4.8％

地方交付税
48億6,564万円

12.0％

地方譲与税など
36億484万円
8.9％

使用料・分担金など
22億4,491万円

5.3％

諸収入
9億9,747万円
2.3％

市債
19億8,880万円

4.7％

地方交付税
51億7,191万円

12.2％

地方譲与税など
31億5,517万円

7.4％

依存財源自主財源

0

令
和
６
年
度

令
和
７
年
度

扶助費
133億2,712万円　32.9％

物件費
61億5,413万円
15.2％

人件費
46億9,806万円

11.6％

公債費
25億7,678万円

6.4％

普通建設事業費など
56億9,850万円
14.1％

補助費など
45億6,940万円
11.3％

その他
34億4,080万円

8.5％

50 100 150 200 250 300 350 450400
億円

その他の経費義務的経費
投資的
経費

扶助費
149億8,666万円　35.2％

物件費
62億3,771万円
14.7％

人件費
49億2,033万円

11.6％

公債費
25億8,112万円

6.1％

普通建設事業費など
56億768万円
13.2％

補助費など
46億3,230万円
10.9％

その他
35億4,125万円

8.3％

　自主財源の要である市税は10億8,377万円の増額、実質的な地方交付税については2億1,197万円の増額を見
込んでいます。また、建設事業などに伴う市債については4,340万円の増額となる見込みです。

◆増減した主な財源（増減額）
（増） 国県支出金（+15億818万円）、市税（+10億8,377万円）、地方交付税（+3億627万円）
（減） 繰入金（▲5億3,801万円）、地方特例交付金（▲5億806万円）、財産収入（▲7,917万円）

　義務的経費は、児童手当および障がい者関係給付費などが増となることに伴う扶助費の増加が主な要因となり、
18億8,616万円の増額となりました。
　投資的経費は、庁舎等維持補修費の減および上白水市営住宅建替事業費の全額減などにより、9,083万円の減額
となりました。

※「使用料・分担金など」は、使用料および手数料、分担金および負担金、財産収入、寄附金、繰入金、繰越金の合計です。
※「地方譲与税など」は、地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、法人事業税交付金、地方消費税交付金、

環境性能割交付金、国有提供施設等所在市町村助成交付金、地方特例交付金、交通安全対策特別交付金の合計です。

※その他は、維持補修費、積立金、投資および出資金、貸付金、繰出金、予備費の合計です。

◆性質別
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支出区分 目的 予算額 市民1人当たりの
予算額構成比

民生費 子どもや障がい者、高齢者などの福祉 213億5,269万円 50.2% 190,881円

土木費 道路や公園など都市基盤の整備 50億3,363万円 11.8% 44,998円

総務費 市の運営、戸籍、選挙など 44億6,191万円 10.5% 39,887円

教育費 小・中学校の運営や、文化・スポーツの振興 43億9,790万円 10.3% 39,315円

衛生費 健康づくりやごみ処理、リサイクルなど 27億689万円 6.4% 24,198円

公債費 借入金の返済 25億8,114万円 6.1% 23,074円

消防費 市民の生命を守り、災害を防ぐため 11億8,100万円 2.8% 10,557円

商工費 商工業の振興、中小企業の育成 3億6,952万円 0.9% 3,303円

議会費 議会の運営など 2億8,292万円 0.7% 2,529円

農林水産業費 農業振興など 5,318万円 0.1% 475円

労働費 雇用拡大や失業対策など 3,474万円 0.1% 311円

その他 その他の支出や、緊急を要するときのため 5,153万円 0.1% 461円

合計 425億705万円 100.0% 379,989円

◆目的別

区分 共同処理する事務 予算額 市民1人当たりの
予算額

春日大野城衛生施設組合 不燃ごみの処理 2億4,530万円 2,193円

春日・大野城・那珂川消防組合 消防・救急業務 10億6,002万円 9,476円

春日那珂川水道企業団 水道用水の供給 3,543万円 317円

筑慈苑施設組合 火葬場の運営 4,372万円 391円

福岡県自治振興組合 職員研修および公文書の保存など 180万円 16円

福岡県市町村消防団員等公務災害補償組合 消防団員の公務災害補償事務 77万円 7円

筑紫自治振興組合 筑紫地区地域活動支援センターの管理運営など 1,866万円 167円

福岡都市圏南部環境事業組合 可燃ごみの処理 4億1,247万円 3,687円

福岡県後期高齢者医療広域連合 後期高齢者医療制度事務の一部 11億8,737万円 10,614円

合計 30億554万円 26,868円

◆新たに取り組むもの
　総合スポーツセンターメインアリーナ床改修事業（7,046万円）、高齢者帯

たいじょうほうしん
状疱疹予防接種事業（4,148万円）、

公共施設長寿命化計画・再配置計画策定業務（1,688万円）

◆引き続き進めるもの
　双葉市営住宅建替事業（9億1,001万円）、ふれあい文化センター設備機器等改修事業（9億272万円）、春日西多
目的広場公園整備事業（7億2,169万円）、西鉄春日原駅周辺整備事業（5億7,250万円）、道路新設改良事業（3億
167万円）、市中央部市民活動交流拠点整備事業（2億8,938万円）、道路ストック長寿命化補修事業（2億2,088万円）

令和７年度に実施する主な事業（全会計）

　市が加入する一部事務組合への負担金と春日那珂川水道企業団への出資金などの状況です。給付費の増に伴う福
岡県後期高齢者医療広域連合への負担金の増などにより、全体として1億4,292万円の増額となりました。

一部事務組合・企業団への負担の状況
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臨時財政対策債
それ以外の市債
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基金の見込み残高（年度末時点）　178億5,949万円

市民１人当たりの残高　15万9,654円

　基金は、家計に例えると預貯金に当たるものです。
　基金には、あらかじめ使い道を決めて積み立てる
もの（連続立体交差事業等整備基金など）と、大幅な
減収や災害など予期しない支出に備えて積み立てる
もの（財政調整基金）があります。
　令和7年度は、市中央部市民活動交流拠点の整備、
春日西多目的広場公園の整備、西鉄春日原駅周辺の
整備などの事業費に充てるため、基金を取り崩す見
込みで、基金残高は減少する予定です。

億円

年度

基金全体
うち財政調整基金
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市債の見込み残高（年度末時点）　226億3,499万円

市民１人当たりの残高　 20万2,344円

　市債は、家計に例えるとローンに当たるものです。
　公共施設などをつくる際、その費用を一括して支払えない場合に市債を発行し資金を借り入れることがありますが、
これには、借り入れた資金を長期にわたって返済していくことで、将来利用する市民との費用負担を公平にする効果
もあります。
　市は、できる限り新規の借り入れを抑制し、市債残高の減少に努めており、前年度から約3億円減少する見込みとなっ
ています。残高の内訳を見ると、臨時財政対策債（国の地方交付税の財源不足を補うための市債）の残高は、令和6
年度と令和7年度は借り入れを行わない予定であり7年連続で減少する予定です。

◆新規借入額の推移（決算ベース） ◆市債残高の推移（決算ベース）

※令和6・7年度は見込み額です。※令和6・7年度は見込み額です。

一般会計　基金（市の預貯金）の状況

一般会計　市債（市のローン）の状況

市報かすが ｜ 令和7年5月号09 電話番号　Fファクス番号　 メールアドレス　 市ウェブサイトページ ID



地域の身近な相談相手

　５月12日は民生委員・児童委員の日です。
　５月を活動強化月間として、高齢者などの家庭への
訪問や広報活動など、友愛訪問活動を強化しています。

問い合わせ先
福祉支援課地域福祉担当
（９８１）０１１８
F（５８４）１１４２
1001102

民生委員・児童委員

▲高齢者宅への訪問活動
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、
医
療
や
介
護
、
子
育
て

の
不
安
な
ど
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
の
課
題
に
対
し
て
必
要
な
支
援
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
行
政
や
専
門
機
関
に
つ

な
ぐ
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
定
期
的
な
訪
問
な
ど
を
通
じ
て
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
世
帯
、
子
ど
も
た
ち
の

見
守
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
民
生
委
員
の
中
に
は
、
子
ど
も
や
子
育
て

に
関
す
る
支
援
を
専
門
に
担
当
す
る
主
任
児

童
委
員
も
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

関係機関担当区域

・市町村
・福祉事務所
・社会福祉協議会
・児童相談所
・保健所
・教育委員会
・学校
・保育所
・児童館
・医療機関
　　　　など

・虐待の早期発見、予防
・DV、いじめ、不登校など
 世帯の抱える問題の把握

・高齢者のいる世帯
・障がい者のいる世帯
・生活に困窮している世帯
・子どものいる世帯
・妊産婦のいる世帯
・一人親の世帯
・その他問題を抱える世帯

・各種相談
・見守り支援
・福祉サービス利用支援
 （在宅福祉、生活費、子育て支援など）

・世帯が必要としている
 サービスについて情報提供

連携・協力

主
任
児
童
委
員

地
域
担
当
民
生
委
員・児
童
委
員

連携・協力

民生委員・児童委員

世帯状況把握

相談・援助

情報提供

▲PRカード
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▽
小
倉
地
区

　
山や

ま
さ
き﨑
斉ま

さ
よ代
、
小お

が
わ川
明め

い
こ子
、（
２
人
選
考
中
）

▽
昇
町
地
区

　
金か

ね
こ子
珠た

ま
え江
、
𠮷よ

し
だ田
喜き

よ

こ
代
子
、
舩ふ

な
こ
し越
和か

ず
え枝
、

　
浦う

ら
し志
仁ひ

と
え枝

▽
須
玖
南
地
区

　
村む

ら
た田
京き

ょ
う
こ子
、
財ざ

い
つ津
一か

ず
ゆ
き征
、
緒お

が
た方
民た

み
こ子
、

　
吉よ

し
な
が永
孝た

か
こ子

▽
弥
生
地
区

　
田た

な
か中
素も

と
ゆ
き行
、
川か

わ
さ
き﨑
節せ

つ
こ子
、
溝み

ぞ
ぐ
ち口
み
ど
り

　
石い

し
い井
正ま

さ
ゆ
き幸

◇
主
任
児
童
委
員

　
大お

お
か
わ川
寿ひ

さ
こ子
、
松ま

つ
ふ
じ藤
美み

ゆ

き
由
紀

▽
千
歳
町
地
区

　
髙た

か
き木
由ゆ

み美
、（
２
人
選
考
中
）

▽
光
町
地
区

　
伊い

と
う藤
早さ

ゆ

り
百
合
、
岡お

か
も
と本　
章あ

き
ら

、
松ま

つ
お尾
志し

ろ
う郎

▽
大
谷
地
区

　
尾お

み身
勝か

つ
じ治
、
滝た

き
が
わ川
香か

な名
、
山や

ま
さ
き﨑
雅ま

さ
こ子

▽
小
倉
東
地
区

▽
下
白
水
南
地
区

　
橋は

し
だ田
洋よ

う
こ子
、
手て

し
ま島
恵え

み美
、
糸い

と
や
ま山
正ま

さ
こ子

◇
主
任
児
童
委
員

　
中な

か
む
ら村
芳よ

し
み美
、
宮み

や
ざ
き﨑
か
お
る

▽
塚
原
台
地
区

　
岡お

か　
美み

え惠
、（
１
人
選
考
中
）

▽
惣
利
地
区

　
髙た

か
は
し橋
紀の

り
こ子
、
伊い

と
う藤
美み

か佳
、
矢や

ご
し越
邦く

に
こ子

▽
大
土
居
地
区

　
松ま

つ
だ田
悦え

つ
こ子
、
松ま

つ
も
と本
裕ゆ

う
こ子

▽
白
水
池
地
区

　
盛も

り
な
が永　
隆た

か
し

、（
１
人
選
考
中
）

▽
天
神
山
地
区

　
縄な

わ
た田
美み

ち

こ
千
子
、
宇う

つ
の
み
や

津
宮
洋よ

う
こ子
、

　
福ふ

く
も
と元
千ち

づ
る鶴
、
岸き

し
お
か岡
邦く

に
ひ
こ彦

▽
松
ヶ
丘
地
区

　
松ま

つ
む
ら村

貞さ
だ
と
し俊

、
山や

ま
な
か中

良よ
し
つ
ぎ次

、
松ま

つ
な
が永

紀き

み

こ
美
子
、

　
守も

り
た田
政ま

さ
の
ぶ伸

▽
紅
葉
ヶ
丘
地
区

　
濱は

ま
だ田
美み

つ

え
津
江
、
成な

り
き
よ清
峯み

ね
き喜
、
立た

て
い
し石
正ま

さ
し司
、

　
池い

け
だ田
健け

ん
い
ち市
、
安や

す
こ
う
ち

河
内
ク
ニ
子こ

◇
主
任
児
童
委
員

　
井い

の
う
え上
真ま

ゆ

み
由
美
、
塚つ

か
も
と本
あ
け
み

▽
春
日
地
区

　
竹た

け
の
う
ち

之
内
美み

つ

こ
津
子
、
野の

だ田
さ
ゆ
り
、

　
齊さ

い
と
う藤
た
み
子こ

▽
春
日
公
園
地
区

　
張は

り
も
と本
教の

り
え江
、
鬼お

に
き木
洋よ

う
こ子

▽
宝
町
地
区

　
八や

え

つ
重
津
節せ

つ
こ子
、（
１
人
選
考
中
）

▽
ち
く
し
台
地
区

　
綾あ

や
べ部
博ひ

ろ
ふ
み文
、
川か

わ
な
み浪
眞ま

ゆ

み
由
美
、
米よ

ね
か
わ川
節せ

つ
こ子

▽
大
和
町
地
区

　
（
１
人
選
考
中
）

▽
若
葉
台
東
地
区

　
元も

と
き木
由ゆ

き

こ
紀
子
、
瀬せ

わ
き脇
敏と

し
あ
き秋

▽
若
葉
台
西
地
区

　
塚つ

か
も
と本
禎さ

だ
よ
し

、
加か

と
う藤
孝た

か
の
り典
、（
１
人
選
考
中
）

◇
主
任
児
童
委
員

　
洲す

ざ
き﨑
ゆ
か
り
、
𫝆い

ま
む
ら村
美み

さ

こ
佐
子

▽
泉
地
区

　
森も

り　
肇は

じ
め

、
德と

く
な
が永
貴き

み

こ
美
子

▽
上
白
水
地
区

　
奥お

く　
佳か

よ

こ
代
子
、
兒こ

じ
ま島
牧ま

き
お夫
、
川か

わ
ぞ
え添
嘉よ

し
こ子
、

　
（
2
人
選
考
中
）

▽
白
水
ヶ
丘
地
区

　
川か

わ
ば
た畑
純す

み
こ子
、
讃さ

ぬ
い井
紀き

し

こ
志
子

▽
下
白
水
北
地
区

　
吉よ

し
だ田
章し

ょ
う
こ子
、
久く

ぼ
そ
の

保
園
由ゆ

み

こ
美
子
、
石い

し
ば
し橋
壯そ

う
じ児

　
村む

ら
か
み上
佳よ

し
こ子
、
森も

り
た田
安や

す
み
こ

見
子
、
梅う

め
だ田
教の

り
お雄
、

　
前ま

え
だ田
佳よ

し
え江

▽
春
日
原
地
区

　
戸と

ざ
わ澤
ち
づ
代よ

、
玉た

ま
え江
禎よ

し
あ
き彬
、
宮み

や
も
と本
早さ

な
え苗
、

　
梅う

め
ざ
き﨑
嘉よ

し
こ子

▽
春
日
原
南
地
区

　
永な

が
つ津
裕ひ

ろ
ゆ
き之
、
城き

ど戸　
寛ゆ

た
か

▽
平
田
台
地
区

　
光み

つ
た
け武
信の

ぶ
ま
さ昌
、
石い

し
は
ら原
由ゆ

み

こ
美
子
、
林は

や
し　
明あ

き
お男

◇
主
任
児
童
委
員

　
鬼お

に
づ
か塚
文ふ

み
こ子
、
牧ま

き
や
ま山　
円ま

ど
か

▽
岡
本
地
区

　
北き

た
は
ら原
隆り

ゅ
う
い
ち
ろ
う

一
郎
、和わ

だ田
茂し

げ
お夫
、（
１
人
選
考
中
）

▽
桜
ヶ
丘
地
区

　
西に

し
ほ
り堀
玲れ

い
こ子
、
松ま

つ
お尾
清き

よ
の
り則
、
比ひ

が嘉
景け

い
こ子
、

　
城し

ろ
も
と本
か
お
る
、
中な

か
の野
と
し
子こ

▽
須
玖
北
地
区

　
山や

ま
う
ち内
紀の

り
こ子
、
稲い

ね
な
が永
寿じ

ゅ
い
ち一
、
出い

で
た田
博ひ

ろ
あ
き章
、

　
森も

り　
ひ
で

敏と
し

、
松ま

つ
お尾
謙け

ん
じ治

▽
日
の
出
町
地
区

　
三み

う
ら浦
靖や

す
た
か隆
、
木き

む
ら村
幸さ

ち
こ子
、
右み

ぎ
た田
文ふ

み
こ子

▽
サ
ン
・
ビ
オ
地
区

　
下し

も
は
ら原
壽す

み
え惠
、（
１
人
選
考
中
）

◇
主
任
児
童
委
員

　
中な

か
む
ら村
一か

ず
と登
、
原は

ら
だ田
美み

さ

こ
佐
子

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
任
期
は
１
期

３
年
で
す（
再
任
可
）。

　
12
月
１
日
に一斉
改
選
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
市
で
は
、
１
０
８
人
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員（
う
ち
主
任
児
童
委
員
12
人
）が
活
動
し
て
い

ま
す（
４
月
１
日
時
点
）。

　
担
当
区
域
や
連
絡
先
な
ど
詳
し
く
は
、
自
治
会
ま
た
は
福
祉
支
援
課
地
域
福
祉
担
当
に
問
い

合
わ
せ
る
か
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
見
て
く
だ
さ
い
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
名
簿

春
日
中
地
区

春
日
東
中
地
区

春
日
西
中
地
区

春
日
南
中
地
区

春
日
北
中
地
区

春
日
野
中
地
区
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市ウェブサイトからページIDで検索検索春日市

市の魅力をインスタグラムで紹介
かすがカメラ部４期生募集

L
ラ イ ン

INEで情報提供します
微小粒子状物質（PM2.5）・光化学オキシダント

問い合わせ先  

▽大気汚染物質に関すること：環境課生活環境担当
（584）1111㈹　F（584）1147　  1001242

▽市LINE公式アカウントの登録に関すること：秘書広報課
広報広聴担当
（584）1111㈹　F（584）1145　  1007487

　市民で構成されるかすがカメラ部では、部員が見つけ
た市の魅力を、かすがカメラ部インスタグラムアカウント
から発信しています。
　部員には、年に４回、プロのフォトグラファーによるカ
メラ教室を開催しています。
　かすがカメラ部の一員として活動しませんか。
対象　市に居住する15〜49歳（中学生は除く）で、市に

愛着があり、写真やカメラに興味がある人
活動期間　5月〜令和8年3月
募集人数　10人程度
応募方法　5月16日㈮までにＥメールで住所、氏名、年齢、

電話番号、インスタグラムアカウント名（任意）を記入し、
市内で撮影した写真を1枚添付して送信する

※報酬はありません。

　日差しが強くなり気温が高くなると、大気汚染物質
（PM2.5や光化学オキシダント）が発生しやすくなりま
す。大気中濃度が高い場合、市LINE公式アカウントで情
報提供を行います。
　呼吸器や循環器に持病がある人、子どもや高齢者は、
慎重な行動を取ってください。
　なお、大気汚染物質の濃度測定情報は県ウェブサイト

「福岡県の大気環境状況」で確認できます。

○フォトブックの配布
　　かすがカメラ部インスタグラムで反響の多かった投

稿などをまとめたフォトブックを無料配布しています。
　配布場所　市役所市民課、秘書広報課など

○大気汚染物質の濃度が高い場合の対応

　 ▽不要不急の外出を控える

　 ▽屋外での長時間の作業、運動は控える

　 ▽換気や窓の開閉を必要最小限にする

　 ▽洗濯物は室内に干す

　 ▽目や喉に刺激を感じた場合は洗眼やうがいをし、室
内で安静にする

○LINE受信設定
　ＱＲコードから友達登録後、「受信情報設定」から「お知

らせー健康・福祉・介護」を選択する

環境・生活

▲大気環境状況
　（県ウェブサイト）

応募・問い合わせ先  秘書広報課広報広聴担当
（584）1111㈹　F（584）1145　  1011616

 koho@city.kasuga.fukuoka.jp

▲フォトブック

▲かすがカメラ部
　インスタグラム

▲市LINE公式
　アカウント ▲LINE受信設定

市報かすが ｜ 令和7年5月号 12



市ウェブサイトからページIDで検索検索春日市

気軽に参加してください
スマホ教室＠スマサポ号（無料）

出前トーク「市長と語る」
５月の日程

　専用車（スマサポ号）内で、オンラインでの講座を受講
できます。貸出機を使用しますので、スマートフォン（ス

　より良い春日のまちづくりのため、市長が各地区公民
館を訪問し、市民の皆さんと意見交換をします。

マホ）を持っていない人も参加できます。
日時・場所・内容　別表参照
定員　各3人（申込先着順）
申込方法　開催日前日の午後6時までにソフトバンク専用

コールセンターに電話で申し込む
※予約に空きがある場合は、当日参加も可能です。

期日・場所

▽ 5月26日㈪：小倉地区公民館

▽5月27日㈫：昇町地区公民館

▽5月30日㈮：弥生地区公民館
時間　午後7時〜8時30分

市政

問い合わせ先  経営企画課企画担当
（584）1111㈹　F（584）1145　  1006782

別表　５月開催スケジュール
期日 ①午前11時〜正午 ②午後0時30分〜1時30分 ③午後2時30分〜3時30分 ④午後3時45分〜4時45分 場所

９日
㈮ スマホを触ってみよう※1 A

ア ン ド ロ イ ド
ndroidの使い方
（入門編）※2

Androidの使い方
（基礎編）※3

Androidの使い方
（応用編）※4 市役所

１3日
㈫ スマホを触ってみよう※1 i

アイフォーン
Phoneの使い方
（入門編）※2

iPhoneの使い方
（基礎編）※3

iPhoneの使い方
（応用編）※4 市役所

16日
㈮

iPhoneの使い方
（入門編）※2

iPhoneの使い方
（基礎編）※3

iPhoneの使い方
（応用編）※4

フィルタリングと
ネットの危険性※5 いきいきプラザ

20日
㈫ スマホを触ってみよう※1 Androidの使い方

（入門編）※2
Androidの使い方

（基礎編）※3
Androidの使い方

（応用編）※4 市役所

23日
㈮

マイナポータルの
活用方法※6

健康保険証利用の登録・
公金受取口座の登録

始めよう！災害の備え
※７ スマホ決済の使い方※８ 市役所

27日
㈫

iPhoneの使い方
（入門編）※2

iPhoneの使い方
（基礎編）※3

iPhoneの使い方
（応用編）※4

スマホのセキュリティに
ついて※９ 市役所

30日
㈮ スマホを触ってみよう※1 Androidの使い方

（入門編）※2
Androidの使い方

（基礎編）※3
Androidの使い方

（応用編）※4 いきいきプラザ

※1　マップを使いながらスマホの指の操作を学ぶ、カメラ、音声アシスタント機能
※2　スマホの画面の見方、電話、文字入力、メール
※３　マップを使いながら基本操作、ルート検索、カメラの撮影、動画の撮影、QRコード読み取り
※４　インターネットの調べ方、音声操作、アプリの追加方法、移動方法
※５　スマホの危険、フィルタリングを使用するために
※６　「マイナポータルアプリ」の説明や設定方法、健康保険証との連携方法
※７　防災対策・情報収集について、おすすめの防災アプリ
※８　スマホ決済とは、不安要素と対処法、アプリ登録、体験
※９　よくある不安、詐欺の手口、安全な使い方

申込先  ソフトバンク専用コールセンター
0800（111）9442（午前10時〜午後6時、土・日曜日

も可）

問い合わせ先  デジタル政策課デジタル政策担当
（584）1118　F（584）1145　  1011730
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受け付けが始まります
市運送事業者等支援金

国勢調査が始まります
5年に1度、全員参加の統計調査

忘れていませんか
所得の申告

申請・問い合わせ先  地域づくり課商工農政担当（〒816-8501
春日市役所）
（584）1111㈹　F（584）1153　  1012593

応募・問い合わせ先  地域づくり課商工農政担当
（584）1111㈹　F（584）1153　  1014968

　エネルギー価格高騰の影響を受けている運送事業
者などに対し、支援金を給付します。
　対象要件、給付額、必要書類など、詳しくは市ウェ
ブサイトを見るか、問い合せてください。
対象　令和7年4月1日時点で、市内で次のいずれか

の事業を営む事業者が所有している車両（要件あ
り）

▽トラック運送事業

▽乗合バス事業

▽貸切バス事業

▽タクシー事業・介護タクシー事業

▽自動車運転代行業
申請方法　5月12日㈪〜8月29日㈮（消印有効）に市

ウェブサイトまたは郵便で申し込む

　日本に住む全ての人と世帯を対象とした日本で最
も重要な統計調査です。大正９年から５年ごとに行わ
れています。
　世帯員の数、就業状況、住居の種類などの17項
目について調査します。
　調査結果は、国や地方公共団体における各種行政
施策の策定・推進のためだけでなく、民間企業や研
究所などでも幅広く活用されています。
調査期日　10月1日

○調査員募集
　任期　8月下旬〜10月下旬
　報酬　4万9,000円〜9万円程度
　応募方法　市ウェブサイトから申し込むか、窓口で

申込書を提出する

　国民健康保険の加入者とその世帯の世帯主は、所得
の有無に関わらず、全員が前年中の所得を申告する必要
があります。
　申告が必要な人がいる世帯には、申告書を郵送します
ので、速やかに提出してください。
　ただし、次に該当する場合は、申告の必要はありませ
ん。

▽勤務先で年末調整をしている

▽春日市や税務署で申告をしている

▽扶養親族として家族が申告している

▽収入の種類が老齢年金のみである
※収入の種類が遺族年金か障害年金のみの場合は、申

告が必要です。
※令和7年1月2日以降に春日市に転入した人は、1月1日

に住民票のある市町村に申告する必要があります。
注意事項
　所得の把握ができない人がいる世帯は、次の取り扱い
となります。

▽国民健康保険税の軽減がかかる世帯であっても、正し
い軽減判定ができません。

▽高額療養費などの給付で、正しい所得区分の判定がで
きません。

市政

市政

問い合わせ先  国保医療課国保担当
（584）1111㈹　F（584）1141
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令和7年1月診療分から行えます
高額療養費の支給申請手続きの簡素化（自動振込）

知っていますか
老齢基礎年金の繰上げ・繰下げ受給

問い合わせ先  国保医療課国保担当
（584）1111㈹　F（584）1141　  1000923

　これまでの高額療養費の申請では、該当月ごとに申請
が必要でしたが、簡素化の手続きを行うことで、次回以
降の申請が不要となり、指定口座に自動的に振り込まれ
ます。
　高額療養費の支給が見込まれる世帯には、案内通知を
送付しますので、窓口で簡素化の申請手続きをしてくだ
さい。
　簡素化の手続き後、最短で診療月の3カ月後から自動
振込となりますが、診療内容の審査などで遅れる場合が
あります。また、手続きをした場合でも、診療内容によっ
て領収書の提示を求める場合があります。
申請に必要なもの

▽案内通知

▽高額療養費支給申請書兼同意書（簡素化対象世帯用）
　※窓口に置いています。

▽本人確認書類（マイナンバーカードや運転免許証など）

▽世帯主の振込先情報

　老齢基礎年金は、原則として65歳から請求することが
できますが、希望すれば、60〜64歳までの間で繰り上げ、
または66〜75歳までの間で繰り下げて請求することがで
きます。受給額は、繰り上げの場合は減額され、繰り下
げの場合は増額されます。

○繰上げ受給
　　60〜64歳の間に請求することができる制度です。

年金事務所で手続きをしてください（要予約）。
　 ▽1カ月請求を早めるごとに0.4％減額される（60歳か

ら受給した場合、最大24％減額）
　※昭和37年4月1日以前生まれの人は1カ月×0.5％減

額されます。

▽委任状（世帯主以外の人が申請する場合、または世帯
主以外の人の口座に振り込みを希望する場合）

注意事項

▽自動振込の対象は、簡素化の手続き後に発生する高額
療養費のみです。

▽令和6年12月以前の診療分については、今までどおり
該当月ごとに申請が必要です。

▽ 世帯主や国民健康保険記号番号に変更があった場合
は、簡素化が停止されるため、再度手続きが必要です。

　 ▽減額される割合は、年金額の改定があっても変更さ
れない

　注意事項
　 ▽既に受給中の年金が支給停止になることがある　
　 ▽繰り上げ請求後に、病気やけがなどで一定の障がい

状態になったとき、障害基礎年金の請求ができない
　 ▽老齢基礎年金の受給額を増額させる60〜65歳まで

の任意加入ができない

○繰下げ受給
　　65歳で老齢基礎年金を請求せず、66〜75歳（昭和

27年4月1日以前生まれの人は70歳まで）の間に年金
を請求できる制度です。

　 ▽1カ月請求を遅らせるごとに0.7％増額される（70歳
まで繰り下げた場合は42％、75歳まで繰り下げた
場合は84％増額）

　 ▽繰り下げている間は、老齢基礎年金を受給できない

市政

問い合わせ先  南福岡年金事務所
（552）6112（音声ガイダンスの後①→②を押す）

F（541）7649

年金
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施策の提案を募集します
男女共同参画の推進に関すること

意見を募集します（パブリックコメント）
西鉄春日原駅周辺地区・南部白水地区の地区計画案

苦情や救済の申し出ができます
市男女共同参画苦情処理制度

放課後児童クラブ（学童保育）
夏休み期間の入所の受け付けを開始します

提出・問い合わせ先  人権男女共同参画課人権男女共同参画
担当
（584）1201　F（584）1181　  1001055

提出・問い合わせ先  都市計画課計画担当（〒816-8501春日
市役所）
（584）1111㈹　F（584）1143　  1015282

 tosi@city.kasuga.fukuoka.jp

申出・問い合わせ先  人権男女共同参画課人権男女共同参画
担当（〒816-0806光町1-73男女共同参画センターじょな
さん）
（584）1201　F（584）1181　  1001054

申込・問い合わせ先  市放課後児童クラブ事務局（〒816-
0863須玖南4-27フォーサイト須玖南R・SCoMo1階）
（558）7626（F兼用）※月〜土曜日の午前10時〜午後
6時　  1001532

　男女共同参画の推進に関する市の施策について、
市民や事業所などから、施策の提案を随時受け付け
ています。
　提案された施策が、男女共同参画の推進に有効と
認められた場合は、その施策の実施に努めていきま
す。
提出方法　窓口で市指定の提案書を提出する
※提案書は市ウェブサイトで入手できます。

　地区計画（案）を公表し、意見を募集します。
公表する地区計画（案）

▽西鉄春日原駅周辺地区地区計画（案）
　春日原北町、春日原東町地内

▽南部白水地区地区計画（案）
　星見ヶ丘および大字上白水・大字下白水地内
公表期間　5月2日㈮〜16日㈮
公表場所　都市計画課および市ウェブサイト
提出方法　公表期間内（必着）に郵便、窓口、ファクス、

Eメールのいずれかで意見書（様式）を提出する
※様式は窓口または市ウェブサイトで入手できます。

　男女共同参画の推進に関する市の施策や、人権侵
害についての苦情や救済の申し出を受け付けていま
す。
　受け付けた苦情は、申出人や関係者（相手方）から
話を聞いた上で、公平・公正に検討し、必要な場合
は相手方に改善を求め、申出人にも報告します。
申出方法　窓口か郵便で申出書を提出する
※申出書は、窓口または市ウェブサイトで入手できま

す。
※代理人が提出する場合は、委任状が必要です。

　入所のしおりや申請書は、事務局ウェブサイトか、
各クラブまたは事務局で入手できます。
対象　児童の保護をする人が1日4時間以上家庭に

いない日が、月に16日以上（日曜日を除く）ある世
帯

申込方法　5月1日㈭〜31日㈯（必着）に各クラブま
たは事務局窓口か郵便で申請書を提出する（オンラ
イン申請可）

※詳しくは入所のしおりを確認してください。
申込先　各クラブまたは事務局

市政

▲事務局ウェブサイト

子育て・教育
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年に一度は受けましょう
後期高齢者健康診査

６月２日㈪までに納付してください
普通自動車税（種別割）・軽自動車税（種別割）

問い合わせ先  

▽後期高齢者医療の健康診査について：県後期高齢者医
療広域連合お問い合わせセンター
（651）3111　F（651）3901

▽集団健診について：健康課健康づくり担当
（501）1134　F（501）1135　  1008442

問い合わせ先  

▽普通自動車税（種別割）について：県筑紫県税事務所自動
車税係
（513）5576　F（513）5597

▽軽自動車税（種別割）について：税務課市民税担当
（584）1111㈹　F（584）1141　  1000903

　受診票は4月下旬に郵送しています。年度途中に
被保険者になる人は、誕生月に送付します。

▽個別健診
　受診期限　令和8年3月31日
　場所　健診実施医療機関
　申込方法　電話などで病院に直接予約する

▽集団健診
　受診期間　7月〜令和8年1月（計42回実施）
　場所　いきいきプラザ
　※申し込みは6月10日㈫からです。詳しくは市報6

月号に掲載する予定です。
受診料　500円
持ってくるもの

▽後期高齢者健康診査受診票

▽マイナ保険証、被保険者証（有効期限内もの）、資
格確認書など

　4月1日時点の普通自動車・軽自動車の所有者に、
5月上旬に納税通知書を郵送します。
　金融機関、コンビニエンスストア、口座振替（要事
前手続き）、スマホ決済などで、納期限までに納付し
てください。
　また、納付書に表示される地方税統一ＱＲコード（ｅ
Ｌ-ＱＲ）やｅＬ番号を利用して、クレジットカードやイン
ターネットバンキングなどのキャッシュレス納付も可
能です。詳しくは地方税お支払サイトを見てください。
　なお、車検のある車両については、軽自動車検査
協会や運輸支局などがオンライン上で納付状況を確
認できるため、車検用納税証明書は郵送しません。
※普通自動車税（種別割）も、車検用納税証明書の郵

送はしません。

市政

５月下旬に受診券が送付されます
後期高齢者歯科健診

問い合わせ先  県後期高齢者医療広域連合お問い合わ
せセンター
（651）3111　F（651）3901

　口腔機能低下や誤
ご え ん

嚥性肺炎などの疾病を予防するた
め、歯科健診を受けましょう。
対象　昭和20年4月1日〜同25年3月31日生まれの人
（長期入院、施設入所の人などを除く）

受診期間　6〜12月
受診料　300円

持ってくるもの

▽受診券（記入したもの）

▽マイナ保険証、被保険者証（有効期限内のもの）、資格
確認書など

受診方法　同広域連合が指定する実施医療機関に受診
予約をする

※実施医療機関は受診券に同封している一覧表を見てく
ださい。

健康

健康
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　３月６日、「第３期春日市地球温暖化対策実行計画
（区域施策編）改定計画」について、市環境審議会が
井
い の う え

上市長に答申を行いました。
　この計画は、令和12（2030）年までの期間、市域から
排出される温室効果ガスの削減目標を設定。達成に向け、
市民・事業者・行政のそれぞれが、取り組みを計画的に
推進していくことを目的としています。改定計画は市ウェ
ブサイト（ 1001219）などで公表しています。

▲答申書を掲げる中
なかやま

山会長と市長（左）

地球温暖化対策実行計画

改定計画について市長に答申

　３月10日、同校バトン部の生徒10人が市役所を
訪れ、第８回カラーガードマーチングパーカッション
全国大会で金賞（第２位）を受賞したことを井

い の う え

上市長
に報告しました。
　市長は「皆さんが頑張ってきたことは皆さんに
返ってきます。これからも頑張ってください」と激励
し、市在住で高校１年生の髙

た か ぎ

木さんと倉
く ら と み

富さんは「次
は日本一を目指します」と抱負を述べました。

▲バトンや賞状を手に笑顔の生徒たち

全国大会で３年連続金賞受賞

福岡女学院中学校・高等学校バトン部

　３月18日、西日本シティ銀行が社会貢献の一環と
して行っているフードドライブにより集まった食料品
など（フードボックス26箱）を、市社会福祉協議会に
贈呈し、同協議会の廣

ひ ろ た

田茂
し げ た だ

忠会長から井
い の う え

上市長に
報告しました。
　同行取締役常務執行委員の小

こ み な と

湊真
ま み

美さんは、「継
続することに意味があるので、これからも取り組み
を続けたい」と、今後の意欲を述べました。

▲寄贈されたフードボックスを囲んで記念撮影

フードドライブで集まった食料品などを贈呈

西日本シティ銀行から市社会福祉協議会へ

　３月11〜14日に、福岡都市圏17市町共同の飲酒
運転撲滅キャンペーンの一環として、市役所で「ミ
ニ・生命のメッセージ展」を開催しました。
　「メッセンジャー」と呼ばれる等身大のパネルには、
飲酒運転による交通事故などで命を奪われた人々
の写真や名前、遺族のメッセージを掲載。足元には

「生きた証」である靴を置いて、命の大切さを訴えま
した。

▲展示された等身大のパネル

ミニ・生命のメッセージ展を開催

飲酒運転はしない、させない、絶対に許さない
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　3月23日、県営春日公園で防災フェスティバルが
開催されました。消防、警察、自衛隊なども参加し、
車両展示や体験コーナーなどが設けられ、多くの親
子連れなどが参加しました。
　病院のブースでは、災害発生時の医療救護班の
派遣などを行う「福岡Ｄ

デ ィ ー

ＭＡ
マ ッ ト

Ｔ」の通信体験を実施。
トランシーバーを初めて手にした子どもたちは、ス
マートフォンとは違う操作方法に興味津々でした。

▲トランシーバーの使い方の説明を受ける子どもたち

防災について楽しく学ぶ

防災フェスティバル開催

　4月4日、春日地区交通安全協会（春日支部）から、
ランドセルカバー約1,100枚が贈呈されました。
　通学に慣れていない1年生が交通事故に遭わない
よう、黄色のカバーでドライバーの注意を促すこと
を目的に、20年以上続く取り組みです。
　今年度はデザインや素材などもリニューアルさ
れ、耐久性も向上。同支部長の歌

う た の は ら

野原鶴
つ る お

生さんは「安
全に楽しく通学してもらいたい」と語りました。

▲左から歌野原支部長、扇
おおぎ

教育長、園
そ の だ

田副支部長

子どもたちの安全を願って

ランドセルカバー贈呈式

　３月19日、井
い の う え

上市長の立ち会いの下、陸上自衛
隊福岡駐屯地曹友会が市社会福祉協議会に寄付金
を贈呈しました。
　今年で24回目の取り組みとなり、曹友会の富

と み お か

岡
哲
て つ や

也会長は「これからも支援を続けていきたい」と述
べ、同協議会の廣

ひ ろ た

田茂
し げ た だ

忠会長は「寄付金を有効に使
わせてもらいます。今後も力を貸してください」と
感謝を述べました。

▲左から曹友会の犬
いぬつか

塚さん・富岡会長、市長、廣田会長

市社会福祉協議会へ寄付金を贈呈

陸上自衛隊福岡駐屯地曹
そ う ゆ う か い

友会

　3月下旬、市内各地区で春祭り（桜祭り）が開催さ
れました。
　宝町地区では、公園を埋めるほどの人で大にぎ
わい。ステージイベントやくじ引き、飲食の出店な
ど、地域の学生たちが企画・運営に加わり盛り上げ
ました。訪れた小学生は「ビンゴ大会で初めて当たっ
たのがうれしかった。また来たい」と語り、地域の行
事を楽しんでいました。

▲ステージでビンゴ大会の景品を受け取る子どもたち

中学生や高校生なども企画から参加

各地区で春祭り開催
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情報ひろば
　
季
節
の
星
座
や
天
文
現
象
の
観
望
会
や
イ

ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
観
望
会（
無
料
・
申
込
不
要
）

　
期
日
・
テ
ー
マ

　
▽
５
月
２
日
㈮
〜
４
日
㈰
・
㈷

　
　
月
と
火
星
を
み
る
カ
ニ
？

　
▽
５
月
５
日
㈪
・
㈷
〜
６
日
㈫
・
㉁

　
　
月
と
火
星
を
み
る
カ
ニ
？

　
　
（
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
特
別
開
館
）

　
▽
５
月
９
日
㈮
〜
11
日
㈰

　
　
夫
婦
星
を
さ
が
そ
う

　
▽
５
月
1６
日
㈮
〜
18
日
㈰

　
　
春
の
大
三
角
を
み
つ
け
よ
う

　
▽
５
月
23
日
㈮
〜
25
日
㈰

　
　
一
番
星
は
ど
れ
だ
⁉

　
▽
５
月
30
日
㈮
〜
６
月
１
日
㈰

　
　
細
い
月
を
み
よ
う

　
時
間　
午
後
７
時
〜
９
時

○
イ
ベ
ン
ト

　
日
時
・
内
容
・
参
加
費
・
定
員

　
▽
５
月
10
日
㈯

　
　
午
後
７
時
〜
８
時

　
　
マ
ト
リ
ョ
ミ
ン
音
楽
会
と
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
の
夕
べ

　
　
※
手
を
か
ざ
す
だ
け
で
音
が
出
る
不
思

　
議
な
楽
器「
マ
ト
リ
ョ
ミ
ン
」と
春
の

　
星
座
解
説
の
コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
　
無
料

　
　
25
人（
申
込
先
着
順
）

　
▽
５
月
11
日
㈰
、
25
日
㈰

　
　
午
後
３
時
〜
４
時

　
　
太
陽
メ
ガ
ネ
工
作

　
　
２
５
０
円（
材
料
費
）

　
　
20
人（
申
込
先
着
順
）

　
▽
５
月
2４
日
㈯

　
　
午
後
２
時
30
分
〜
３
時

　
　
星
座
か
み
し
ば
い（
ふ
た
ご
座
）

　
　
無
料

　
　
20
人（
申
込
先
着
順
）　

　
※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
が
同
伴
し

て
く
だ
さ
い
。

　
申
込
方
法　
開
催
日
前
日
ま
で
に
電
話
、

フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
参
加
希
望

日
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
館（
金
〜
日
曜

日
の
午
後
２
時
〜
９
時
）

（
９
８
３
）７
７
５
５

F（
９
８
３
）７
７
５
６

info@
hoshinoyakata.com

　
税
金
の
大
切
さ
を
考
え
て
も
ら
う
た
め
の

映
画
上
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
５
月
2４
日
㈯

　
午
後
３
時
30
分
〜
５
時
30
分

場
所　
大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ
大
ホ
ー
ル（
大

野
城
市
曙
町
２
－
３
－
１
）

定
員　
５
０
０
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
氏
名
、
市
町
村
名
を
伝
え

る
※
市
役
所（
総
合
案
内
付
近
）に
申
込
チ
ラ
シ

を
置
い
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
会

（
９
２
４
）６
３
８
７

F（
９
２
２
）６
５
６
９

　

m
ovie@

chikushihoujinkai.com

　
市
内
の
認
可
保
育
所（
園
）お
よ
び
幼
稚
園

が
そ
れ
ぞ
れ
ブ
ー
ス
を
設
け
、
各
園
の
特
色

や
保
育
方
針
、
仕
事
内
容
な
ど
の
ほ
か
、
園

に
よ
っ
て
は
、
栄
養
士
・
看
護
師
の
仕
事
内

容
な
ど
も
説
明
し
ま
す
。

　
普
段
着
で
気
軽
に
来
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
を
目
指
す
人
、

保
育
士
資
格
・
幼
稚
園
教
諭
免
許
を
持
っ

て
い
る
人

日
時　
６
月
７
日
㈯

　
午
後
１
時
〜
４
時

※
開
催
時
間
内
は
出
入
り
自
由
で
す
。

場
所　
市
役
所
大
会
議
棟
大
会
議
室
な
ど

※
市
民
駐
車
場
を
利
用
で
き
ま
す
が
、
台
数

に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

参
加
園

▽
保
育
所（
園
）

　
昇
町
保
育
所
・
岡
本
保
育
所
・
春
日
原
保

育
所
・
須
玖
保
育
所
・
青
葉
や
ま
と
保
育

園
・
春
日
白
水
保
育
園
・
若
竹
保
育
園
・

春
日
中
央
保
育
園
・
あ
い
あ
い
保
育
園
・

ま
み
ぃ
保
育
園
・
春
日
や
よ
い
保
育
園
・

春
日
ど
ろ
ん
こ
保
育
園

▽
幼
稚
園

　
恵
星
幼
稚
園
・
春
日
小
鳩
幼
稚
園
・
宝
幼

稚
園
・
泉
ヶ
丘
幼
稚
園
・
森
の
木
幼
稚
園
・

く
す
の
木
幼
稚
園
・
春
日
幼
稚
園
・
須
玖

幼
稚
園

※
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
こ
ど
も
未
来
課
保
育
担
当

（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
１
５

１
０
１
２
３
３
９

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
科
学
の
ワ
ク
ワ
ク

を
体
感
で
き
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
あ
り

ま
す
。
最
先
端
の
研
究
施
設
の
見
学
も
で
き

ま
す
。

日
時　
５
月
10
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　
筑
紫
キ
ャ
ン
パ
ス（
春
日
公
園
６
－

１
）

問
い
合
わ
せ
先　
筑
紫
キ
ャ
ン
パ
ス

（
５
８
３
）７
５
０
２

F（
５
８
３
）７
０
６
０

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

（
公
社
）筑
紫
法
人
会

映
画「
老
後
の
資
金
が
あ
り
ま
せ
ん
」

無 料

公
・
私
立
保
育
所（
園
）・
幼
稚
園

合
同
お
し
ご
と
説
明
会

無 料
申込不要

九
州
大
学
筑
紫
キ
ャ
ン
パ
ス

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

無 料
申込不要
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情報ひろば
　
デ
ザ
イ
ン
の
面
白
さ
を
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
誰
で
も
体
験
で
き
ま
す
。

　
飲
食
物
の
露
店
な
ど
も
出
店
し
ま
す
。

日
時　
６
月
７
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　
同
キ
ャ
ン
パ
ス（
福
岡
市
南
区
塩
原

４
－
９
－
１
）

問
い
合
わ
せ
先　
同
キ
ャ
ン
パ
ス

（
５
５
３
）４
４
３
５

F（
５
５
３
）４
５
９
３

　
市
内
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
や
施

設
が
、
各
事
業
所
の
特
色
や
求
人
内
容
な
ど

を
個
人
面
談
形
式
で
分
か
り
や
す
く
説
明
し

ま
す
。

　
ま
た
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
や
施

設
で
働
い
た
こ
と
が
な
い
人
を
対
象
と
し
た

セ
ミ
ナ
ー
を
同
時
開
催
し
ま
す
。

日
時　
５
月
31
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

※
開
催
時
間
内
は
出
入
り
自
由
で
す
。

場
所　
市
役
所
大
会
議
棟

募
集
職
種（
予
定
）　
介
護
職
、（
准
）看
護
師
、

介
護
支
援
専
門
員
、
生
活
相
談
員
、
機
能

訓
練
指
導
員
、社
会
福
祉
士
、送
迎
ス
タ
ッ

フ
な
ど

※
正
職
員
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
勤
務
形
態
や
、
資
格
・
経
験
不
問
の

仕
事
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
高
齢
課
指
定
指
導
担
当

（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）３
０
９
０

１
０
０
８
８
８
１

日
時　
５
月
５
日
㈪
・
㈷

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町
３
－
１

－
７
）

内
容　
家
族
連
れ
プ
ー
ル
無
料
開
放
、
工
作

教
室
、
チ
リ
モ
ン
探
し
、
紙
ヒ
コ
ー
キ
体

験
、
読
み
聞
か
せ
な
ど

※
プ
ー
ル
無
料
開
放
は
５
月
３
日
㈯
・
㈷
〜

５
日
㈪
・
㈷
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
で

す
。

問
い
合
わ
せ
先　
同
プ
ラ
ザ
総
合
案
内

（
５
８
４
）１
２
１
２

F（
５
８
４
）１
２
１
４

　
市
北
西
部
に
所
在
す
る
赤あ

か
い
で

井
手
古
墳
か
ら

出
土
し
た
須す

え

き
恵
器
が
、
市
指
定
文
化
財
と
な

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
記
念
し
て
、
展
示
と
解
説
会
を
開

催
し
ま
す
。

○
記
念
展

　
期
日　
５
月
３
日
㈯
・
㈷
〜
６
月
2９
日
㈰

　
※
５
月
20
日
㈫
、
６
月
17
日
㈫
は
休
館
で

す
。

　
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
入
館
：

午
後
４
時
30
分
ま
で
）

○
展
示
解
説
会

　
　
展
示
中
の
器
を
ケ
ー
ス
か
ら
出
し
て
、

近
く
で
見
な
が
ら
解
説
し
ま
す
。

　
期
日　
５
月
17
日
㈯
、
６
月
1４
日
㈯

　
時
間　
午
前
10
時
〜
11
時

場
所　
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
特
別
展
示
室

問
い
合
わ
せ
先　
同
資
料
館

（
５
０
１
）１
１
４
４

F（
５
７
３
）１
０
７
７

nakoku@
city.kasuga.fukuoka.jp

対
象　
市
に
居
住
す
る
小
学
生
以
上
で
試
合

が
で
き
る
人

日
時　
６
月
８
日
㈰

　
午
前
９
時
10
分
〜
午
後
３
時（
受
付
：
午

前
９
時
〜
）

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
卓
球
場
１

参
加
費　
１
人
５
０
０
円

定
員　
80
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
運
動
で
き
る
服
、
上
靴
、

ラ
ケ
ッ
ト
、
昼
食
、
飲
み
物
、
ゼ
ッ
ケ
ン

（
中
学
生
は
名
前
入
り
体
操
服
で
可
）

申
込
方
法　
５
月
1９
日
㈪（
必
着
）ま
で
に
郵

便
で
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
卓
球
協
会　
関せ

き

（
〒
81６
－
０
８
６
３
須
玖
南
２
－
１
２
９
）

０
９
０（
７
１
６
８
）７
７
０
２

対
象　
市
に
居
住
す
る
４0
歳
以
上

期
日　
６
月
17
日
〜
28
日
の
火
・
水
・
金
・

土
曜
日（
全
８
回
）

※
途
中
参
加
や
欠
席
の
場
合
で
も
返
金
で
き

ま
せ
ん
。

時
間

▽
火
・
水
・
金
曜
日
：
午
後
７
時
〜
９
時（
受

付
：
午
後
６
時
30
分
〜
）

▽
土
曜
日
：
午
後
１
時
〜
３
時（
受
付
：
午

後
０
時
30
分
〜
）

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
卓
球
場
１

参
加
費　
２
０
０
０
円

定
員　
15
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
運
動
で
き
る
服
、
上
靴
、

タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
込
方
法　
５
月
１
日
㈭
以
降
に
電
話
で
申

し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
卓
球
協
会　
伊い

藤と
う０

９
０（
５
４
８
３
）６
９
３
９

※
受
付
時
間
は
月
〜
土
曜
日
の
午
後
４
時
〜

６
時（
火・水・金
曜
日
は
午
後
８
時
ま
で
）

で
す
。

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

九
州
大
学
大
橋
キ
ャ
ン
パ
ス

デ
ザ
イ
ン
の
ふ
し
ぎ
体
験

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

就
職
フ
ェ
ア

無 料
申込不要

市
の
宝
と
な
っ
た
古
墳
時
代
の
器

市
指
定
文
化
財
記
念
展

無 料
申込不要

家
族
で
楽
し
め
る
催
し
が
た
く
さ
ん

こ
ど
も
の
日
イ
ベ
ン
ト
２
０
２
５

ふ
れ
あ
い
卓
球
大
会

参
加
者
募
集

初
心
者
大
歓
迎

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
教
室

無 料
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情報ひろば

対
象　
市
に
居
住
す
る
小
学
４
年
生
以
上

日
時　
５
月
31
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
正
午（
受
付
：
午
前
９
時
４0

分
〜
）

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
で
す
。

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
屋
外
競
技

場
参
加
費　
１
０
０
円（
傷
害
保
険
加
入
費
を

含
む
）

定
員　
30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
５
月
１
日
㈭
〜
10
日
㈯
に
電
話

か
フ
ァ
ク
ス
で
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
道
具
の
有
無
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
協
会　
尾お

み身

（
５
７
２
）２
７
２
９（
F
兼
用
）

　
幅
広
い
年
代
で
気
軽
に
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
屋
内
型
の
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

対
象　
小
学
生
以
上

日
時　
６
月
８
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
サ
ブ
ア

リ
ー
ナ

定
員　
15
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
動
き
や
す
い
服
、
上
靴
、

タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
込
方
法　
５
月
１
日
㈭
〜
６
月
３
日
㈫
に

電
話
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ

ス
協
会　
林は

や
し

０
９
０（
１
９
７
２
）９
９
５
４

Kasuga.city.bt@
gm

ail.com

　
親
子
で
、
ラ
イ
ス
ペ
ー
パ
ー
を
使
っ
た
エ

コ
ク
ッ
キ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ク
イ
ズ
を
通
し
て
環
境
や
食
品
ロ

ス
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

※
託
児
も
あ
り
ま
す（
生
後
５
カ
月
〜
未
就

学
児
、
無
料
、
定
員
６
人
、
要
申
込
）。

対
象　
市
に
居
住
す
る
３
歳
以
上
の
子
ど
も

と
そ
の
保
護
者

日
時　
５
月
25
日
㈰

　
午
後
２
時
〜
４
時

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館
料
理

講
習
室

参
加
費　
１
組
５
０
０
円

定
員　
10
組
20
人（
申
込
多
数
の
場
合
は
、

こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
会
員
お
よ
び
新
規
申

込
者
を
優
先
の
上
、
抽
選
）

※
抽
選
結
果
は
、
申
込
期
間
終
了
後
に
全
員

に
知
ら
せ
ま
す
。

申
込
方
法　
５
月
１
日
㈭
〜
15
日
㈭
に
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
申
し
込
む

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
使
え
な
い
場
合
は
電

話
で
申
し
込
め
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
環
境
推
進

担
当

（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
４
７

１
０
１
５
６
６
１

　
市
自
治
会
連
合
会
主
催
の
ク
リ
ー
ン
作
戦

が
行
わ
れ
ま
す
。

　
日
頃
利
用
し
て
い
る
道
路
や
公
園
な
ど
を

き
れ
い
に
す
る
と
と
も
に
、｢

ポ
イ
捨
て
防

止｣

な
ど
、
市
民
一
人
一
人
の
マ
ナ
ー
ア
ッ

プ
も
目
指
し
ま
す
。

　
各
地
区
自
治
会
で
実
施
方
法
や
開
催
の
有

無
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
居
住
地

域
の
自
治
会
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

▽
ク
リ
ー
ン
作
戦
に
便
乗
し
て
、
家
庭
や
事

業
所
な
ど
か
ら
ご
み
を
出
す
こ
と
は
絶
対

に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
集
め
た
ご
み
は「
燃
え
る
ご
み
」、「
び
ん・

カ
ン
」、「
陶
器
・
金
属
類
」、「
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
・
白
色
ト
レ
イ
」に
分
け
、
ク
リ
ー

ン
作
戦
用
の
ご
み
袋
に
入
れ
、
自
治
会
ご

と
に
決
め
ら
れ
た
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　
市
自
治
会
連
合
会（
地
域

づ
く
り
課
内
）

（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
５
３

　
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
が
う
ま
く
い
か

な
い
、
一
度
断
念
し
た
け
ど
再
開
し
た
い
な

ど
、
コ
ン
ポ
ス
ト
に
つ
い
て
の
悩
み
や
質
問

に
答
え
ま
す
。

日
時　
６
月
11
日
㈬

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　
市
役
所
４
０
７
会
議
室

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
筆
記
用
具
、
ダ
ン
ボ
ー

ル
コ
ン
ポ
ス
ト
で
作
成
し
た
堆
肥（
準
備

で
き
る
人
）

申
込
方
法　
６
月
３
日
㈫
ま
で
に
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
か
ら
申
し
込
む

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
使
え
な
い
場
合
は
電

話
で
申
し
込
め
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
ご
み
減
量

担
当

（
５
８
４
）１
１
５
７

F（
５
８
４
）１
１
４
７

１
０
１
２
５
９
７

環
境
環
境

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
講
習
会

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
編

無 料

う
ち
エ
コ
講
座

親
子
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
参
加
者
募
集

み
ん
な
で
き
れ
い
な
ま
ち
を
つ
く
ろ
う

５
月
11
日
㈰
は
春
の
ク
リ
ー
ン
作
戦

み
ん
な
で一緒
に

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
教
室

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
体
験
会

参
加
者
募
集

無 料
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高
齢
者
の
肺
炎
の
多
く
が
誤
嚥
性
肺
炎
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
で
き
る
予
防

法
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。

対
象　
市
に
居
住
す
る
75
歳
以
上

日
時　
５
月
28
日
㈬

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
健
康
指
導
室

内
容　
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
講
話

定
員　
30
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
筆
記
用
具
、
飲
み
物

申
込
方
法　
５
月
21
日
㈬
ま
で
に
窓
口
、
電

話
、
フ
ァ
ク
ス
の
い
ず
れ
か
で
氏
名
、
生

年
月
日
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
課
健
康
づ
く

り
担
当

（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）１
１
３
５

　
自
分
の
体
に
合
っ
た
運
動
、
栄
養
、
口
腔

ケ
ア
の
方
法
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。

　
運
動
が
で
き
る
服
装
で
来
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
市
に
居
住
す
る
75
歳
以
上
で
、
生
活

習
慣
病
な
ど
の
疾
病
予
防
に
興
味
が
あ
る

人（
運
動
制
限
の
あ
る
人
を
除
く
）

期
日　
６
月
３
日
、
10
日
、
17
日
、
2４
日
の

火
曜
日（
全
４
回
）

時
間　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
健
康
指
導
室

内
容（
予
定
）

▽
理
学
療
法
士
や
介
護
予
防
運
動
指
導
員
に

よ
る
体
操
・
ス
ト
レ
ッ
チ

▽
管
理
栄
養
士
や
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
講
話

▽
保
健
師
に
よ
る
健
康
チ
ェ
ッ
ク

定
員　
15
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
筆
記
用
具
、
飲
み
物

申
込
方
法　
５
月
27
日
㈫
ま
で
に
窓
口
、
電

話
、
フ
ァ
ク
ス
の
い
ず
れ
か
で
氏
名
、
生

年
月
日
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
課
健
康
づ
く

り
担
当

（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）１
１
３
５

　
運
動
習
慣
の
な
い
人
や
体
力
に
自
信
が
な

い
人
で
も
取
り
組
み
や
す
い
内
容
で
す
。

　
運
動
が
で
き
る
服
装
で
来
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
市
に
居
住
す
る
６5
歳
以
上
で
、
要
介

護（
要
支
援
）認
定
を
受
け
て
い
な
い
人

日
時　
５
月
27
日
㈫

　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
会
議
室

定
員　
４0
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
筆
記
用
具
、
上
靴
、
飲

み
物

申
込
方
法　
５
月
１
日
㈭
〜
23
日
㈮
に
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
申
し
込
む
か
、
窓
口
、

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
高
齢
課
高
齢
者
支

援
担
当

（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）３
０
９
０

１
０
１
４
０
９
０

　
測
定
の
結
果
に
基
づ
き
、
効
果
的
な
運
動

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
助
言
し
ま
す
。

　
運
動
が
で
き
る
服
装
で
来
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
市
に
居
住
す
る
６0
歳
以
上
で
、
要
介

護（
要
支
援
）認
定
を
受
け
て
い
な
い
人

日
時　
５
月
1６
日
㈮

　
午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
い
き
い
き
ル
ー
ム

内
容

▽
体
力
測
定（
握
力
、
柔
軟
性
、
バ
ラ
ン
ス

能
力
、
下
肢
筋
力
）

▽
歩
行
能
力
測
定

▽
体
成
分
分
析
測
定

定
員　
各
20
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
上
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み

物
申
込
方
法　
５
月
１
日
㈭
〜
15
日
㈭
に
窓
口

ま
た
は
電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
い
き
い
き
ル
ー
ム

（
５
０
１
）１
１
６
２（
F
兼
用
）

対
象　
15
歳
以
上

内
容

▽
救
急
法
基
礎
講
習
・
救
急
員
養
成
講
習

　
　
け
が
や
急
病
人
を
正
し
く
救
助
し
、
医

師
ま
た
は
救
急
隊
員
な
ど
に
引
き
継
ぐ
ま

で
の
救
命
・
応
急
手
当
の
知
識
と
技
術
を

学
び
ま
す
。

▽
水
上
安
全
法
救
助
員
１
養
成
講
習

　
　

事
故
防
止
の
方
法
や
水
の
事
故
の
対

処
・
救
助
技
術
を
学
び
ま
す
。

▽
健
康
生
活
支
援
講
習
支
援
員
養
成
講
習

　
　
家
庭
や
地
域
の
中
で
支
援
や
介
護
を
行

う
方
法
を
学
び
ま
す
。

▽
幼
児
安
全
法
支
援
員
養
成
講
習

　
　
子
ど
も
に
起
こ
り
や
す
い
事
故
の
防
止

と
手
当
て
の
方
法
、
家
庭
で
の
看
病
の
方

法
な
ど
を
学
び
ま
す
。

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
日
本
赤
十
字
社
県

支
部
事
業
課
講
習
普
及
係

（
５
２
３
）１
１
７
２

F（
５
２
１
）２
５
５
２

健
康
健
康

講
演
講
座

講
演
講
座

誤ご
え
ん嚥
性
肺
炎
を
予
防
し
よ
う

75
歳
か
ら
の
健
康
講
座

無 料

後
期
高
齢
者
の
た
め
の

し
あ
わ
せ
健
康
教
室

無 料

動
け
る
か
ら
だ
作
り
を
応
援
し
ま
す

65
歳
か
ら
の
運
動
教
室

無 料

60
歳
以
上
対
象

体
力
測
定
会

無 料

事
故
防
止
や
手
当
の
方
法
を
学
ぶ

赤
十
字
講
習
会

無 料
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情報ひろば
　

短
所
を
長
所
に
言
い
換
え
る
カ
ー
ド
を

使
っ
て
、
自
分
や
子
ど
も
の
良
さ
を
再
発
見

し
ま
し
ょ
う
。

※
託
児
も
あ
り
ま
す（
生
後
５
カ
月
〜
就
学

前
、
１
人
３
０
０
円
、
定
員
５
人
、
５
月

９
日
㈮
ま
で
に
要
申
込
）。

対
象　
市
に
居
住
す
る
中
学
生
ま
で
の
子
ど

も
が
い
る
保
護
者

日
時　
５
月
15
日
㈭

　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館
大
会

議
室

参
加
費　
５
０
０
円

定
員　
70
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
５
月
９
日
㈮
ま
で
に
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
む

※
年
間
を
通
し
て
申
し
込
み
を
し
て
い
る
人

は
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
地
域
教
育
課
地
域

教
育
担
当

（
９
８
１
）０
１
０
１

F（
５
８
４
）１
１
５
３

１
０
１
５
５
９
８

　
７
世
紀
後
半
に
築
か
れ
た
ウ
ト
グ
チ
瓦
窯

跡
を
見
学
し
た
後
、
の
ぼ
り
窯
体
験
広
場
で

椀わ
ん（
カ
ッ
プ
）を
作
り
ま
す
。

　
作
品
は
窯
で
焼
い
て
、
３
カ
月
後
に
渡
し

ま
す
。

※
小
学
生
以
下
は
、
保
護
者
が
同
伴
し
て
く

だ
さ
い
。

日
時　
６
月
1４
日
㈯

▽
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

▽
午
後
１
時
〜
３
時

場
所　
同
広
場

参
加
費　
粘
土
５
０
０
ｇ
当
た
り
３
０
０
円

（
材
料
費
）

定
員　
各
1６
人（
抽
選
、
最
少
催
行
人
数
６

人
）

申
込
方
法　
５
月
30
日
㈮
ま
で
に
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
か
ら
申
し
込
む
か
、
窓
口
、
電
話
、

フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
参

加
者
全
員
の
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

希
望
時
間
を
伝
え
る

※
申
し
込
み
は
、
参
加
者
本
人
か
そ
の
家
族

が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
奴
国
の
丘
歴
史
資

料
館

（
５
０
１
）１
１
４
４

F（
５
７
３
）１
０
７
７

nakoku@
city.kasuga.fukuoka.jp

１
０
０
８
２
８
６

期
日　
６
月
７
日
㈯

内
容
・
時
間
・
参
加
費
・
定
員

▽
庭
木
の
剪せ

ん
て
い定
と
管
理

　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

　
無
料

　
25
人（
申
込
先
着
順
）

▽
草
花
＆
多
肉
植
物
の
寄
せ
植
え

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　
草
花
：
２
０
０
０
円

　
多
肉
植
物
：
１
０
０
０
円

　
1６
人（
申
込
先
着
順
）

場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町
３
－
１

－
７
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

０
９
４
３（
７
２
）１
１
９
３

F
０
９
４
３（
７
２
）１
５
５
８

　
生
理
、
妊
娠
、
更
年
期
な
ど
、
女
性
の
心

と
体
の
変
化
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

期
日　
６
月
1４
日
㈯

内
容
・
時
間

①
展
示
・
体
験
コ
ー
ナ
ー（
生
理
グ
ッ
ズ
の

展
示
や
、
妊
婦
体
験
な
ど
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時
30
分

②
講
演「
タ
ブ
ー
視
し
な
い
！
生
理
と
上
手

に
付
き
合
う
方
法
」

　
午
前
11
時
〜
正
午

③
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ「
パ
パ
も
知
り
た
い
！
女

性
の
健
康
本
音
ト
ー
ク
」

　
正
午
〜
午
後
０
時
50
分

※
②
と
③
は
座
席
予
約
が
で
き
ま
す（
定
員

30
人
、
申
込
先
着
順
）。
希
望
す
る
人
は

６
月
13
日
㈮
正
午
ま
で
に
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

場
所　
ア
ク
ロ
ス
モ
ー
ル
春
日
１
階
憩
い
の

広
場（
春
日
５
－
17
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
じ
ょ
な
さ
ん

（
５
８
４
）１
２
０
１

F（
５
８
４
）１
１
８
１

１
０
１
４
１
９
１

　
熱
中
症
の
正
し
い
知
識
や
、
視
力
の
低
下

を
防
ぐ
体
操
な
ど
を
学
び
ま
す
。

対
象　
市
に
居
住
す
る
幼
児
〜
中
学
生
と
そ

の
保
護
者

日
時　
５
月
2４
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
会
議
室

定
員　
１
０
０
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
５
月
22
日
㈭
ま
で
に
次
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
・
大
塚
製
薬
㈱

包
括
連
携
事
業
事
務
局（
一
社
）こ
ど
も
の

視
力
を
守
る
会
内

（
５
８
１
）０
０
１
５

kodom
onoshiryoku@

gm
ail.com

市･

大
塚
製
薬
連
携
事
業

子
ど
も
の
熱
中
症
や
視
力
低
下
の
対
策

無 料

フ
ェ
ム
ケ
ア
デ
イ
Ｋカ

ス

ガ

Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ａ

み
ん
な
で
学
ぶ
セ
イ
リ
の
は
な
し

無 料
申込不要

か
す
が
家
庭
教
育
学
級
子
育
て
講
座

や
る
気
と
自
信
を
育
む
言
葉
の
魔
法

初
心
者
や
親
子
の
参
加
も
歓
迎

や
き
も
の
作
り
教
室

緑
に
親
し
み
ま
せ
ん
か

緑
化
講
習
会
参
加
者
募
集
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対
象　
市
に
居
住
す
る
人
ま
た
は
ス
ポ
ー
ツ

に
関
わ
る
市
内
団
体
の
指
導
者
・
保
護
者

※
で
き
る
だ
け
２
人
１
組
で
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

日
時　
５
月
17
日
㈯

　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
会
議
室

１
・
２

参
加
費　
１
人
５
０
０
円

持
っ
て
く
る
も
の　
筆
記
用
具
、
上
靴
、
タ

オ
ル
、
飲
み
物

申
込
方
法　
５
月
９
日
㈮
ま
で
に
Ｅ
メ
ー
ル

で
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
連
絡
先
を
伝
え

る
※
Ｅ
メ
ー
ル
が
使
え
な
い
場
合
は
、
電
話
か

フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
め
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
事
務
局　
浦う

ら
た田

０
８
０（
４
２
８
０
）３
６
４
４

F（
５
５
８
）０
２
９
４

kasuga_sport_jr@
yahoo.co.jp

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
や
人
工
呼
吸
、
胸
骨
圧

迫
な
ど
適
切
な
応
急
処
置
を
学
び
ま
す
。

対
象

▽
市
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
す
る
中
学

生
以
上

▽
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
会
員

日
時　
５
月
2４
日
㈯

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時（
受
付
：
午

前
９
時
〜
）

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
武
道
場

１
・
２

定
員　
４0
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
筆
記
用
具
、
蘇
生
用
の

マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
レ
サ
コ（
１
回
以
上
受
講

し
て
い
る
人
）

申
込
方
法　
５
月
10
日
㈯（
必
着
）ま
で
に
電

話
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
、
生
年
月

日
、
性
別
、
電
話
番
号
、
修
了
番
号（
修

了
証
を
持
っ
て
い
る
人
の
み
）を
伝
え
る

※
所
定
の
申
込
書
を
使
用
す
る
場
合
は
、
同

協
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
協
会

（
５
７
４
）９
１
３
１

F（
５
７
４
）９
１
３
８

kasuga.taikyo@
gm

ail.com

　
防
火
管
理
者
の
資
格
を
取
得
す
る
た
め
の

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
次
の
施
設
な
ど
は
、
消
防
法
に
よ
り
防
火

管
理
者
を
選
任
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

▽
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
の
社
会
福

祉
施
設（
10
人
以
上
収
容
）

▽
店
舗
や
飲
食
店
な
ど
の
不
特
定
多
数
の
人

が
出
入
り
す
る
建
物（
30
人
以
上
収
容
）

▽
工
場
や
共
同
住
宅
な
ど（
50
人
以
上
収
容
）

期
日

▽
第
１
回
：
６
月
６
日
㈮
、
７
日
㈯

▽
第
２
回
：
７
月
2４
日
㈭
、
25
日
㈮

時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

場
所　
同
消
防
本
部（
春
日
２
－
２
－
１
）

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

参
加
費　
４
０
０
０
円

定
員　
各
回
58
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
５
月
８
日
㈭
午
前
９
時
以
降
に

同
消
防
本
部
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
申
し
込

む
※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
使
え
な
い
場
合
は
窓

口
で
申
し
込
め
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
消
防
本
部
予
防

課
査
察
係

（
４
０
４
）０
０
１
９

　市内の多くの自治会が、公民館で子育
てサロンを開催しています。絵本の読み
聞かせ、ふれあい遊び、子育て講座、季
節行事など、さまざまな活動が行われて
います。
　「大人と話したい」「離乳食が不安」「保
育園の準備はどうしよう」など気軽に相談
ができ、友だち作り、地域の人との憩い
の場にもなっています。
　おおむね就学前の子どもが対象です
が、夏休みや冬休みなどは、きょうだい
児の参加が可能なサロンも多く、親子で
出かけやすいです。
　ほとんどのサロンは予約不要で参加で
きます。その日の気分で、気軽に遊びに
行ってみませんか。
※休止などの場合もありますので、事前
　に各サロンに問い合わせてください。

●問い合わせ先
　子育て支援課こども相談担当
　（５８４）１０１５
　F（５０１）００５１
　 １００１５９４
　 ko_sodan@city.kasuga.fukuoka.jp

子育てサロンに行ってみませんか

け
が
の
予
防
に
適
切
な
処
置
を
学
ぶ

テ
ー
ピ
ン
グ
講
習
会

春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消
防
本
部

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
会

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に

普
通
救
命
講
習
２
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会

無 料
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情報ひろば

s　
詳
し
く
は
福
岡
地
区
職
業
訓
練
協
会
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
見
て
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所
・
参
加
費
・
定
員

▽
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

　
６
月
15
日
、
22
日
、
2９
日
の
日
曜
日（
全

３
回
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時（
最
終
日
は
午
後

３
時
ま
で
）

　
ア
ミ
カ
ス
２
Ｆ
研
修
室
Ｄ（
福
岡
市
南
区

高
宮
３
－
３
－
１
）

　
１
万
８
０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

　
18
人（
申
込
先
着
順
）

▽
ワ
ー
ド
プ
レ
ス

　
６
月
15
日
〜
７
月
６
日
の
日
曜
日（
全
４
回
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

　
同
協
会（
福
岡
市
東
区
千
早
５
－
３
－
１

福
岡
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
内
）

　
２
万
５
０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

　
15
人（
申
込
先
着
順
）

▽
社
会
保
険
労
務
士
直
前
対
策
講
習

　
６
月
15
日
〜
８
月
３
日
の
日
曜
日（
全
８
回
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
福
岡
商
工
会
議
所
ビ
ル
２
Ｆ（
福
岡
市
博

多
区
博
多
駅
前
２
－
９
－
28
）

　
３
万
８
０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

　
25
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
５
月
２
日
㈮
午
前
９
時
以
降
に

電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
協
会

（
６
７
１
）６
８
３
１

F（
６
７
２
）２
１
３
３

　
初
め
て
の
人
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
、
ヨ

ガ
と
数
秘
を
組
み
合
わ
せ
た
数
秘
ヨ
ガ
を
開

催
し
ま
す
。

　
動
き
や
す
い
服
装
で
来
て
く
だ
さ
い
。

※
託
児
も
あ
り
ま
す（
生
後
６
カ
月
〜
就
学

前
、
無
料
、
定
員
15
人
、
５
月
1６
日
㈮
ま

で
に
要
申
込
）。

日
時　
５
月
2４
日
㈯
、
2６
日
㈪　

　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所　
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議

室（
昇
町
３
－
１
０
１
）

定
員　
各
20
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
バ

ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
込
方
法　
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
申
し
込

む
か
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
居
住
地
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
参
加
希
望
日
、
託
児

希
望
の
場
合
は
子
ど
も
の
名
前
・
性
別
・

月
齢（
年
齢
）を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
社
会
福
祉
協
議

会
福
祉
推
進
課
地
域
福
祉
担
当

（
５
８
１
）７
２
２
５

F（
５
８
１
）７
２
５
８

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
か

す
が（
フ
ァ
ミ
サ
ポ
か
す
が
）は
、
子
育
て
の

手
伝
い
を
し
て
ほ
し
い
人（
お
ね
が
い
会
員
）

と
手
伝
い
を
し
た
い
人（
ま
か
せ
て
会
員
）が

会
員
登
録
を
し
、
相
互
に
援
助
活
動
を
行
う

会
員
組
織
で
す
。
お
ね
が
い
と
ま
か
せ
て
の

両
方
に
登
録
も
で
き
ま
す（
ど
っ
ち
も
会
員
）。

※
託
児
も
あ
り
ま
す（
生
後
３
カ
月
以
上
、

無
料
、
定
員
10
人
程
度
、
要
申
込
）。

※
子
ど
も
の
同
席
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
お
ね
が
い
会
員
説
明
会

　
　
子
育
て
中
の「
困
っ
た
」を
サ
ポ
ー
ト
し

て
も
ら
う
た
め
、
登
録
し
ま
せ
ん
か
。

　
日
時　
５
月
17
日
㈯

　
　
午
前
10
時
〜
正
午

○
ま
か
せ
て
会
員
・
ど
っ
ち
も
会
員
講
習
会

　
　
地
域
で
子
育
て
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
有

償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

　
　
フ
ァ
ミ
サ
ポ
会
員
や
講
習
内
容
に
興
味

が
あ
る
人
も
受
講
で
き
ま
す（
１
日
の
み

の
受
講
も
可
）。

　
期
日
・
内
容

　
▽
６
月
２
日
㈪

　
　
フ
ァ
ミ
サ
ポ
の
仕
組
み
と
活
動
、
子
ど

も
の
遊
び

　
▽
６
月
６
日
㈮

　
　
地
域
の
子
育
て
と
子
ど
も
の
遊
び

　
▽
６
月
９
日
㈪

　
　
子
ど
も
と
よ
り
良
い
関
係
を
築
く
た
め

に

　
▽
６
月
1６
日
㈪

　
　
子
ど
も
の
事
故
と
安
全
に
つ
い
て（
救

命
講
習
）

　
※
動
き
や
す
い
服
装
で
来
て
く
だ
さ
い
。

　
▽
６
月
20
日
㈮

　
　
▼
子
ど
も
の
か
ら
だ
と
健
康（
医
師
の

立
場
か
ら
）

　
　
▼
会
員
登
録（
講
習
会
終
了
後
）

　
時
間　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ

定
員　
各
20
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
縦
３
㎝
、
横
２
・
４
㎝

の
証
明
写
真（
お
ね
が
い
会
員
・
ま
か
せ

て
会
員
は
２
枚
、
ど
っ
ち
も
会
員
は
３

枚
）、
筆
記
用
具

申
込
方
法　
次
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
申
し
込

む
か
、
電
話
で
申
し
込
む

※
チ
ラ
シ
は
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル
、
ふ
れ
あ

い
文
化
セ
ン
タ
ー
、
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
、

児
童
セ
ン
タ
ー
に
置
い
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
フ
ァ
ミ
サ
ポ
か
す

が
事
務
局

（
５
８
４
）７
７
０
０

F（
５
０
１
）０
０
５
１

１
０
０
１
６
０
１

子
育
て

子
育
て

▲おねがい会員
　説明会

▲まかせて会員・
　どっちも会員
　講習会

子
育
て
地
域
推
進
事
業

春
っ
子
ひ
ろ
ば

無 料

フ
ァ
ミ
サ
ポ
か
す
が

会
員
登
録
説
明
会
・
講
習
会

無 料

技
能
取
得
の
た
め
の

職
業
訓
練
講
習
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情報ひろば
　
料
理
が
苦
手
な
人
も
手
作
り
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
ま
せ
ん
か
。

※
託
児
も
あ
り
ま
す（
生
後
５
カ
月
以
上
、

１
人
３
０
０
円
、
定
員
15
人
、
要
申
込
）。

対
象　
生
後
６
カ
月
以
上
の
子
ど
も
の
保
護

者
日
時　
５
月
27
日
㈫

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
栄
養
指
導
室

内
容　
離
乳
食（
中
期
〜
完
了
期
）の
進
め
方

の
講
義
、
調
理
実
習
、
試
食

参
加
費　
２
０
０
円（
実
習
材
料
費
）

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
拭
き
タ

オ
ル
、
飲
み
物

申
込
方
法　
５
月
１
日
㈭
〜
1９
日
㈪
に
子
育

て
ア
プ
リ「
春
っ
こ
」（
母
子
手
帳
ア
プ
リ

「
母
子
モ
」）ま
た
は
電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
課
健
康
づ
く

り
担
当

（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）１
１
３
５

１
０
０
９
５
６
８

日
時　
５
月
15
日
㈭

　
午
後
１
時
〜
４
時

場
所　
福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局（
筑
紫
野
市

二
日
市
中
央
５
－
1４
－
７
）

定
員　
６
人（
申
込
先
着
順
）

※
相
談
時
間
は
１
人
30
分
以
内
で
す
。

申
込
方
法　
月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）の

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
に
電
話
で
申
し
込

む
※
一
定
の
収
入
を
超
え
な
い
人
を
対
象
と
す

る
た
め
、
予
約
の
際
に
収
入
な
ど
を
尋
ね

ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
法
テ
ラ
ス
福
岡

０
５
０（
３
３
８
３
）５
５
０
２

　
子
ど
も
の
養
育
費
な
ど
の
生
活
上
の
問
題

に
つ
い
て
、
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

離
婚
前
で
も
相
談
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
見
て
く
だ
さ
い
。

日
時

▽
昼
の
相
談
：
午
後
１
時
〜
３
時

　
毎
月
第
１
水
曜
日

▽
夜
間
相
談
：
午
後
６
時
〜
８
時

　
毎
月
第
２
・
４
水
曜
日

※
相
談
時
間
は
約
30
分
で
す
。

場
所　
同
セ
ン
タ
ー（
原
町
３
－
１
－
７
ク

ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

定
員　
各
日
４
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
相
談
日
前
日
ま
で
に
電
話
で
申

し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
セ
ン
タ
ー

（
５
８
４
）３
９
３
１

F（
５
８
４
）３
９
２
３

日
時　
５
月
17
日
㈯

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）も
相
談
を
受

け
て
い
ま
す
。

場
所　
筑
紫
公
証
役
場（
太
宰
府
市
都
府
楼

南
５
ー
５
ー
13
）

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
役
場

（
９
２
５
）９
７
５
５

　
戦
没
者
な
ど
の
遺
族
に
、
国
か
ら
特
別
弔

慰
金（
記
名
国
債
）が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
請
求
方
法
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

対
象　
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
遺
族
で
、

令
和
７
年
４
月
１
日（
基
準
日
）に
、「
恩

給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」や「
戦
傷
病
者

戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年

金
」な
ど
を
受
け
る
人（
戦
没
者
な
ど
の
妻

や
父
母
な
ど
）が
遺
族
の
中
に
い
な
い
場

合
に
、
次
の
順
で
支
給（
１
人
の
み
）

①
４
月
１
日
ま
で
に
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受

給
権
を
取
得
し
た
人

②
戦
没
者
な
ど
の
子

③
戦
没
者
な
ど
の
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄

弟
姉
妹

※
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係
を

有
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
要
件
を
満
た
し

て
い
る
か
ど
う
か
で
、
順
番
が
入
れ
替
わ

り
ま
す
。

④
①
〜
③
以
外
の
戦
没
者
な
ど
の
３
親
等
内

の
親
族（
お
い
、
め
い
な
ど
）

※
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
ま
で
、
引
き
続

き
１
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た

人
に
限
り
ま
す
。

支
給
内
容　
額
面
27
万
５
０
０
０
円
の
記
名

国
債（
令
和
８
〜
12
年
に
、
毎
年
５
万
５

０
０
０
円
）

請
求
期
限　
令
和
10
年
３
月
31
日

請
求
・
問
い
合
わ
せ
先　
福
祉
支
援
課
地
域

福
祉
担
当

（
９
８
１
）０
１
１
８

F（
５
８
４
）１
１
４
２

１
０
０
５
３
２
９

相
談
相
談

福
祉
福
祉

大
人
と
同
じ
食
材
で
作
る

離
乳
食
教
室

法
テ
ラ
ス
福
岡

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

公
正
証
書
に
よ
る
遺
言
な
ど

土
曜
日
の
無
料
公
証
相
談

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

第
12
回
特
別
弔
慰
金

県
ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

一人
親
家
庭
の
た
め
の
無
料
法
律
相
談
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情報ひろば
　
先
の
大
戦
に
お
け
る
戦
没
者
な
ど
を
追
悼

し
、
平
和
を
祈
念
す
る
た
め
、
戦
没
者
追
悼

式
へ
の
参
列
者
を
募
集
し
ま
す
。

○
県
戦
没
者
追
悼
式

　
対
象　
先
の
大
戦
に
お
け
る
県
出
身
の
戦

没
者
お
よ
び
一
般
戦
災
死
没
者
の
遺
族

で
、
県
に
居
住
し
て
い
る
人（
３
親
等

以
内
の
親
族
を
優
先
）

　
※
大
戦
の
記
憶
を
次
の
世
代
へ
継
承
し
て

い
く
た
め
、
若
い
世
代（
児
童
・
生
徒
）

の
参
列
も
募
集
し
ま
す
。

　
期
日　
８
月
15
日
㈮

　
場
所　
福
岡
武
道
館（
福
岡
市
中
央
区
大

濠
１
－
１
－
１
）

　
※
参
列
遺
族
全
員
の
献
花
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　
※
参
加
は
無
料
で
す
が
、
会
場
ま
で
の
交

通
費
は
自
己
負
担
で
す
。

○
全
国
戦
没
者
追
悼
式

　
対
象　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

　
▽
先
の
大
戦
に
お
け
る
戦
没
者
、
一
般
戦

災
死
没
者
お
よ
び
原
爆
死
没
者
の
遺
族

で
、
県
に
居
住
し
て
い
る（
３
親
等
以

内
の
親
族
を
優
先
）

　
▽
過
去
に
参
加
し
た
こ
と
が
な
い

　
▽
全
行
程
に
耐
え
ら
れ
る
体
力
を
有
し
、

団
体
行
動
が
と
れ
る

　
期
日　
８
月
1４
日
㈭
〜
15
日
㈮（
２
日
間
）

　
場
所　
日
本
武
道
館（
東
京
都
千
代
田
区

北
の
丸
公
園
２
－
３
）

※
旅
費
は
自
己
負
担
で
す
が
、
一
部
補
助
が

あ
り
ま
す
。

申
込
方
法　
５
月
30
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
申

し
込
む

※
後
日
、
申
込
書
類
の
提
出
や
事
前
説
明
会

へ
の
出
席
が
必
要
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
福
祉
支
援
課
地
域

福
祉
担
当

（
９
８
１
）０
１
１
８

F（
５
８
４
）１
１
４
２

１
０
０
５
４
４
８

　
講
習
会
の
全
日
程
に
出
席
し
、
終
了
後
、

ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
託
児
も
あ
り
ま
す（
１
歳
〜
就
学
前
、
無

料
、
要
申
込
）。

※
申
込
多
数
の
場
合
は
書
類
選
考
と
な
り
、

申
込
少
数
の
場
合
は
中
止
の
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

対
象　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

▽
一
人
親
家
庭
の
母
ま
た
は
父
、
か
つ
て
母

子
家
庭
だ
っ
た
寡
婦
、
離
婚
を
考
え
て
い

る
▽
資
格
を
生
か
し
就
職
や
転
職
を
希
望
し
て

い
る

○
パ
ソ
コ
ン
Ｐパ

ワ

ー

ポ

イ

ン

ト

ｏ
ｗ
ｅ
ｒ
Ｐ
ｏ
ｉ
ｎ
ｔ（
夜

間
）

　
　
基
本
操
作
か
ら
表
や
グ
ラ
フ
、
図
形
、

画
像
な
ど
を
取
り
入
れ
た
表
現
力
の
あ
る

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
資
料
の
作
成
ま
で

を
学
び
ま
す
。

　
期
日　
６
月
４
日
〜
７
月
４
日
の
水
・
金

曜
日（
全
10
回
）

　
時
間　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

　

場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
4
階
Ｏ
Ａ

ル
ー
ム（
原
町
３
－
１
－
７
）

　
受
講
料　
無
料（
検
定
料
と
テ
キ
ス
ト
代

の
一
部
と
し
て
２
０
０
０
円
の
自
己
負

担
あ
り
）

　
定
員　
15
人（
申
込
先
着
順
）

　
申
込
方
法　
５
月
1４
日
㈬（
必
着
）ま
で
に

郵
便
か
フ
ァ
ク
ス
で
申
込
書
を
提
出
す

る

○
医
療
事
務
講
習
会（
技
能
認
定
２
級
）

　
　
診
療
報
酬
明
細
書（
レ
セ
プ
ト
）作
成
技

能
を
含
む
診
療
報
酬
請
求
に
関
す
る
知
識

を
身
に
付
け
ま
す
。

　
期
日　
６
月
７
日
〜
８
月
９
日
の
毎
週
土

曜
日（
全
10
回
）

　
時
間　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

　
場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
研
修
室（
原

町
３
－
１
－
７
）

　
試
験
日
時（
予
定
）　
８
月
23
日
㈯

　
　
午
前
10
時
〜
正
午

　
受
講
料　
無
料（
検
定
料
と
テ
キ
ス
ト
代

の
一
部
と
し
て
８
０
０
０
円
の
自
己
負

担
あ
り
）

　
定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

　
申
込
方
法　
５
月
17
日
㈯（
必
着
）ま
で
に

郵
便
か
フ
ァ
ク
ス
で
申
込
書
を
提
出
す

る

　
※
申
込
書
は
、
市
こ
ど
も
未
来
課
、
県
保

健
福
祉
環
境
事
務
所
社
会
福
祉
課
、
県

母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
入
手
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー

（
〒
81６
－
０
８
０
４
原
町
３
－
１
－
７
ク

ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
受
け
箱
11
号
）

（
５
８
４
）３
９
３
１

F（
５
８
４
）３
９
２
３

　
先
の
大
戦
に
お
け
る
海
外
で
の
県
出
身
戦

没
者
を
追
悼
し
、
平
和
を
祈
念
す
る
た
め
、

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
参
加
費
用
や
定
員
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
次
の
地
域
に
お
け
る
戦
没
者
の
遺
族

（
配
偶
者
、
父
母
、
子
、
兄
弟
姉
妹
、
孫
、

お
い
、
め
い
）と
そ
の
配
偶
者

地
域
・
期
間（
予
定
）

▽
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国

　
９
月
25
日
㈭
〜
10
月
３
日
㈮（
９
日
間
）

▽
ト
ラ
ッ
ク
諸
島

　
10
月
８
日
㈬
〜
1６
日
㈭（
９
日
間
）

申
込
方
法　
５
月
９
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
申

し
込
む

※
後
日
書
類
の
提
出
が
必
要
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
福
祉
支
援
課
地
域

福
祉
担
当

（
９
８
１
）０
１
１
８

F（
５
８
４
）１
１
４
２

１
０
０
５
３
３
１

恒
久
平
和
を
祈
念
し
ま
す

全
国
・
県
戦
没
者
追
悼
式

県
ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
・
医
療
事
務
２
級
講
習
会

厚
生
労
働
省

慰
霊
巡
拝
参
加
者
募
集
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情報ひろば
　
治
療
に
必
要
な
血
液
は
、
全
て
献
血
で
賄

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
血
液
は
長
期
間
に
わ

た
っ
て
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
血

液
を
必
要
と
す
る
人
へ
安
定
し
て
血
液
を
届

け
る
た
め
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
年
齢
や
体
重
な
ど
、
献
血
に
は
一

定
の
基
準
が
あ
り
ま
す
。

日
時　
５
月
1６
日
㈮

　
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分
、
午
後
１
時

30
分
〜
４
時

場
所　
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル

※
初
め
て
献
血
を
受
け
る
人
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
本
人
確
認
が
で
き
る
も

の
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
服
用
中
の

薬
が
あ
る
場
合
は
、
お
薬
手
帳
を
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
市
献
血
推
進
協
議
会（
市

福
祉
支
援
課
内
）

（
９
８
１
）０
１
１
８

F（
５
８
４
）１
１
４
２

１
０
０
１
９
３
７

　
日
本
赤
十
字
社
は
、
国
内
外
で
の
災
害
救

護
や
医
療
・
血
液
事
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
行
っ
て
お
り
、
活
動
の
大
部
分
は
皆
さ

ん
か
ら
の
活
動
資
金
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
各
地
区
の
自
治
会
を
通
し
て
、
活
動
資
金

を
募
集
し
ま
す
の
で
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
年
額
２
０
０
０
円
以
上
の
協
力
者

は
、
日
本
赤
十
字
社
の
運
営
に
参
画
す
る
支

援
者
と
し
て
赤
十
字
会
員
に
登
録
さ
れ
ま
す

（
希
望
者
の
み
）。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
日
本
赤
十
字
社
春
日
市
地
区（
市
福
祉
支

援
課
内
）

　

（
９
８
１
）０
１
１
８

　
F（
５
８
４
）１
１
４
２

▽
日
本
赤
十
字
社
福
岡
県
支
部
組
織
振
興
課

　

（
５
２
３
）１
１
７
３

　
F（
５
２
１
）２
５
５
２

　
旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手
術（
生

殖
を
不
能
に
す
る
不
妊
手
術
）や
人
工
妊
娠

中
絶
を
受
け
た
人
に
は
補
償
金
や
一
時
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

※
母
体
保
護
や
疾
病
治
療
を
目
的
と
す
る
手

術
な
ど
を
除
き
ま
す
。

対
象

▽
補
償
金
：
優
生
手
術
を
受
け
た
本
人
お
よ

び
そ
の
配
偶
者（
亡
く
な
っ
て
い
る
場
合

は
遺
族
）

▽
一
時
金
：
優
生
手
術
ま
た
は
人
工
妊
娠
中

絶
を
受
け
た
本
人（
生
存
し
て
い
る
人
の

み
）

問
い
合
わ
せ
先　
県
旧
優
生
保
護
法
補
償
金

等
受
付
・
相
談
窓
口

（
６
３
２
）５
１
７
５

F（
６
４
３
）３
２
６
０

　
一
人
親
家
庭
の
会
で
す
。
多
く
の
仲
間
が

い
ま
す
。
気
軽
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

※
弁
当
を
準
備
し
ま
す
の
で
、
参
加
を
希
望

す
る
人
は
必
ず
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
一
人
親
家
庭
の
親
子（
寡
婦
含
む
）、

同
会
会
員

日
時　
６
月
７
日
㈯

▽
総
会
：
午
後
６
時
30
分
〜（
受
付
：
午
後

６
時
〜
）

▽
懇
談
会
：
午
後
７
時
30
分
〜

場
所　
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階（
昇
町

３
－
１
０
１
）

参
加
費　
無
料

※
入
会
を
希
望
す
る
人
は
、
年
会
費
５
０
０

円
が
必
要
で
す
。

申
込
方
法　

５
月
18
日
㈰
ま
で
に
電
話
、

フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
会
白
水
大
池
公

園「
虹
の
売
店
」

（
５
９
６
）９
９
２
５（
F
兼
用
）

nijinobaiten9925@
gm

ail.com

対
象　
小
学
３
年
生
〜
中
学
３
年
生

期
日　
８
月
21
日
㈭
〜
2４
日
㈰（
３
泊
４
日
）

※
事
前
に
２
回
、
事
後
に
１
回
の
研
修
が
あ

り
ま
す
。

内
容　
海
洋
研
修
、
平
和
学
習
、
沖
縄
市
の

子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
な
ど

参
加
費

▽
小
学
生　
５
万
5
０
０
０
円

▽
中
学
生　
6
万
円

※
団
服
、
団
帽
、
報
告
書
費
用
と
し
て
別
途

5
０
０
０
円
が
必
要
で
す
。

※
一
人
親
家
庭
、
生
活
保
護
世
帯
な
ど
に
、

参
加
費
の
一
部
を
市
が
助
成
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す（
所
得
制
限
あ
り
）。

定
員　
50
人（
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法　
６
月
６
日
㈮（
必
着
）ま
で
に
郵

便
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

で
申
込
用
紙
を
提
出
す
る

※
詳
し
く
は
学
校
を
通
じ
て
配
布
さ
れ
る
申

込
用
紙
を
見
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
少
年
の
船
実
行

委
員
会
事
務
局（
〒
81６
－
０
８
３
１
大
谷

６
－
2４
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
団
体
連

絡
室
内
）　
福ふ

く
し
げ重

０
８
０（
４
３
４
５
）９
６
８
９

F（
５
７
５
）０
７
６
８

kasuga.sf@
gm

ail.com

献
血
バ
ス
が
や
っ
て
き
ま
す

４
０
０
ml全
血
献
血
に
協
力
を

い
の
ち
と
健
康
を
守
る
た
め
に

５
月
は
赤
十
字
運
動
月
間

支
給
さ
れ
ま
す

旧
優
生
保
護
法
に
係
る
補
償
金
な
ど

市
母
子
寡
婦
福
祉
会

令
和
７
年
度
総
会
を
開
催
し
ま
す

募
集
募
集

沖
縄
で
団
体
生
活
を
楽
し
く
学
ぶ

第
44
回
市
少
年
の
船
団
員
募
集
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情報ひろば
　
県
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す（
申

込
手
数
料
不
要
）。
募
集
住
戸
や
要
項
に
つ

い
て
は
募
集
案
内
書
を
見
て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　
６
月
２
日
㈪
〜
10
日
㈫

※
募
集
案
内
書
は
、
５
月
2６
日
㈪
か
ら
市
役

所（
総
合
案
内
、
管
財
課
）、
い
き
い
き
プ

ラ
ザ
で
配
布
し
ま
す
。
無
く
な
り
次
第
配

布
を
終
了
し
ま
す
。

申
込・問
い
合
わ
せ
先　
県
住
宅
供
給
公
社・

県
営
住
宅
管
理
部
管
理
課

（
７
８
１
）８
０
２
９

F（
７
２
２
）１
１
８
１

　
４
泊
５
日
か
け
て
、
１
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
を
歩
き
ま
す
。

対
象　
小
学
４
〜
６
年
生

期
日　
８
月
８
日
㈮
〜
12
日
㈫（
４
泊
５
日
）

コ
ー
ス　
筑
紫
地
区
５
市
、
筑
前
町

参
加
費　
３
万
円（
食
事
代
な
ど
を
含
む
）

定
員　
30
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法　
５
月
11
日
㈰
〜
17
日
㈯
に
つ
く

し
路
１
０
０
㎞
徒
歩
の
旅
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

か
ら
申
し
込
む

※
５
月
31
日
㈯
ま
で
に
抽
選
結
果
を
知
ら
せ

ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
つ
く
し
路
１
０
０

㎞
徒
歩
の
旅　
井い

の
う
え上

０
８
０（
６
４
４
４
）６
２
４
２（
午
前
10

時
〜
午
後
４
時
）

　
男
女
共
同
参
画
社
会
を
進
め
る
た
め
の
研

修
会
、
講
演
会
、
講
座
な
ど
の
経
費
の
一
部

を
支
援
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
の
研

修
室
も
無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。

対
象　
市
内
の
団
体
、
企
業
、
グ
ル
ー
プ

※
グ
ル
ー
プ
は
、
市
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・

通
学
す
る
５
人
以
上
で
構
成
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
条
件
で
す
。

助
成
費
用　
講
師
謝
金
、
託
児
費
用

※
い
ず
れ
も
市
の
基
準
に
よ
り
ま
す
。

回
数　
１
団
体
に
つ
き
年
１
回

申
込
方
法　
実
施
予
定
日
の
１
カ
月
前
ま
で

に
窓
口
で
申
請
書
を
提
出
す
る

※
申
請
書
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
入
手
で

き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
じ
ょ
な
さ
ん

（
５
８
４
）１
２
０
１

F（
５
８
４
）１
１
８
１

１
０
０
１
０
５
７

　
ド
ロ
ー
ン
を
含
む
小
型
無
人
機
な
ど
の
飛

行
は
法
律
で
規
制
さ
れ
て
お
り
、
特
に
航
空

自
衛
隊
春
日
基
地
や
陸
上
自
衛
隊
福
岡
駐
屯

地
な
ど
の
周
囲
お
お
む
ね
３
０
０
メ
ー
ト
ル

以
内
の
上
空
で
は
、
大
き
さ
や
重
さ
に
関
係

な
く
全
て
の
ド
ロ
ー
ン
な
ど
の
飛
行
が
原
則

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
飛
行
さ
せ
る
に
は
、
各
自
衛
隊
へ
の
届
け

出
と
飛
行
を
開
始
す
る
４8
時
間
前
ま
で
に
警

察
署
へ
の
事
前
通
報
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
国
土
交
通
省
へ
の
許
可
・
承
認
の

申
請
が
必
要
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

▽
春
日
警
察
署
警
備
課

　

（
５
８
０
）０
１
１
０

▽
陸
上
自
衛
隊
福
岡
駐
屯
地
司
令
業
務
室

　

（
５
９
１
）１
０
２
０

▽
航
空
自
衛
隊
春
日
基
地

　

（
５
８
１
）４
０
３
１

　
施
設
の
点
検
な
ど
の
た
め
、
火
葬
の
休
業

日
を
春
季
お
よ
び
秋
季
に
各
１
日
ず
つ
設
け

て
い
ま
す
。

　
な
お
、
葬
斎
施
設
と
霊
安
室
は
、
通
常
ど

お
り
利
用
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
同
苑

（
９
２
６
）１
８
９
２

F（
９
２
６
）１
８
８
１

　
き
れ
い
な
け
し
の
花
を
見
か
け
る
季
節
に

な
り
ま
し
た
が
、
け
し
に
は
植
え
て
は
い
け

な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

植
え
て
は
い
け
な
い
け
し
の
特
徴

▽
全
体
が
白
っ
ぽ
い
緑
色
を
し
て
お
り
、
毛

が
無
い

▽
茎
を
抱
き
込
む
よ
う
に
葉
が
生
え
て
い
る

▽
葉
が
大
き
く
長
楕
円
形
で
、
周
り
の
切
れ

込
み
が
浅
い

▽
草
丈
が
大
き
く
１
メ
ー
ト
ル
以
上
に
な
る

　
こ
の
よ
う
な
け
し
を
見
か
け
た
人
は
、
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
自
ら
が
所
有
ま
た
は
管
理
す
る
土

地
に
自
生
し
て
い
る
け
し
を
発
見
し
た
と
き

は
、
抜
去
し
て
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先　
県
筑
紫
保
健
福
祉

環
境
事
務
所
総
務
企
画
課
企
画
指
導
係

（
５
１
３
）５
６
１
０

そ
の
他

そ
の
他

令
和
７
年
度
第
１
回

県
営
住
宅
入
居
者
募
集（
抽
選
方
式
）

講
座
を
開
催
し
ま
せ
ん
か

男
女
共
同
参
画
自
主
研
修
支
援
制
度

事
前
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

ド
ロ
ー
ン
の
飛
行
ル
ー
ル

き
れ
い
な
け
し
の
花
に
ご
用
心

不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動

筑
慈
苑（
火
葬
場
）

５
月
20
日
㈫
は
点
検
の
た
め
休
み
ま
す

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か

第
28
回
つ
く
し
路
１
０
０
㎞
徒
歩
の
旅
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司書が選んだ  今読んで欲しい３冊

ぶっく
ばる～ん

未来 にホン気 ！

開館時間　火〜木・日曜日 午前9時〜午後7時、金・土曜日 午前9時〜午後8時
休 館 日　毎週月曜日（祝日を除く）、毎月最終木曜日

大谷6−24（ふれあい文化センター内）
（584）4646　F（584）3900

ウェブサイト LINE X

本の検索、
イベント
情報は
こちらから

vol.
195

川
かわばた

端康
やすなり

成の『雪国』の冒頭の文章は
有名ですが、その結びを思い出せる
人は少ないのではないでしょうか。日
本と海外の文学作品やノンフィクショ
ンなどの名作から最後の文章を抜き
出し、紹介します。余韻を感じる1文
や続きが気になる１文、このラストに
至った経緯が知りたくなる１文。あな
たのお気に入りを見つけてください。

902/ｻｲ/
【棚45】

ラスト1行でわかる
名作300選

斎
さいとう

藤美
み な こ

奈子／著
中央公論新社

ドラマでよく見る手術シーン。高度
な技術なのだろうけど、実際何がどう
すごいのかと問われると説明ができな
い。そんな場面のすごさを丁寧に解
説した本です。文中の医療用語は確
かに難しいですが、分かりやすい文章
と絵や写真で理解を促してくれます。
とはいえ読んだ後もやっぱり、なんだ
かすごかったという感想になるのです
けれど。

494.6/ｲ/
【棚57】

手術はすごい

石
いしざわ

沢武
たけあき

彰／著
講談社

単純に音を楽しむものから、音階を
調整してメロディを奏でるものまで、
家庭で作れる楽器が盛りだくさん。段
ボールやプラスチックスプーンなど、
材料も簡単に揃えられるものばかりで
す。どうやったら音が高くなるかな、
大きくなるかなと試しながら工作する
ことで、考える力が育まれます。大
人の方が夢中になってしまいそう。

750/ｾ/
【棚27】

おうちにあるもので簡単にできる!
ワクワク楽しい!手づくり楽器

千
せ ん こ う じ

光士義
よしかず

和／著
PHP研究所

　絵本の読み聞かせや手遊びなど、３歳くらいから楽しめる
おはなし会です。梅雨の季節にちなんだおはなしがいっぱい
です。
日時　6月２１日㈯　午前11時〜11時45分
場所　ふれあい文化センター旧館集会室A
出演　おはなしはらっぱ

　子どもたちへの読み聞かせ活動に興味がある人、これから
活動したいと思っている人などを対象にした講座です。
日時　６月５日㈭、12日㈭　午前10時〜正午
場所　ふれあい文化センター旧館学習室3
申込方法　５月６日㈫・㉁〜６月４日㈬に窓口または電話で申し

込む
※現在活動中の人向けの講座も開催します。詳しくは市民図

書館ウェブサイトを見てください。

雨のきせつのおはなし会
（無料・申込不要）

市民図書館　初心者向け
読み聞かせ講座（無料）EVENT

イベン
ト EVENT

イベン
ト
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児童センター
あそぼ～

目が見えない 視野が狭い

　右手の人さし指と中指の指先を両目に向け、閉
じさせるように下におろし、同時に目を閉じる。

　両手の指先を前に向けて両方のこめかみの近
くに置き、指先を近づけて狭める。

※イラストの指文字は相手から見た形です。

vol.25
○盲ろう者
　目（視覚）と耳（聴覚）の両方に障がいを持つ人のことをいい、世界
的にはヘレン・ケラーが有名です。
　日本全国の盲

もう

ろう者は、１万4,000人と推計されています。コミュ
ニケーションの方法は、障がいの程度や盲ろうになるまでの経緯に
よって異なりますが、手話の形を触って読み取る「触手話」や、見え
方に合った範囲で手話を表す「弱視手話」、手のひらに指先などでひ
らがなやカタカナ、漢字などを書いて伝える方法などがあります。

vol.13

赤井手古墳出土の

須恵器

　
赤あ

か
い
で

井
手
古
墳
は
、
福
岡
平
野
を
北
に
見
下

ろ
す
弥
生
７
丁
目
に
あ
り
、
現
在
は
公
園
と

し
て
整
備
・
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
古
墳
時

代
の
後
期
前
半（
６
世
紀
初
頭
）の
古
墳
で
、

昭
和
5４
年
に
市
教
育
委
員
会
が
発
掘
し
ま
し

た
。
既
に
盗
掘
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
石
室

に
は
鉄
製
武
器
、
鉄
製
農
工
具
、
須
恵
器
な

ど
多
種
多
様
な
副
葬
品
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。

特
に
須
恵
器
は
、
ほ
ぼ
完
形
で
副
葬
時
の
ま

ま
石
室
の
隅
に
ま
と
ま
っ
て
置
か
れ
て
い
ま

し
た
。
大
型
の
器き

だ
い台
や
、
朝
鮮
半
島
の
百く

だ
ら済

に
系
譜
を
持
つ
瓶び

ん

、
畿
内
の
要
素
を
持
つ

子こ
も
ち
つ
ぼ

持
壺
、
蓋ふ

た

の
付
い
た
脚き

ゃ
く
つ
き付
壺
な
ど
、
ど
れ

も
一
級
品
で
す
。
さ
ら
に
、
分
析
の
結
果
、

一
部
の
須
恵
器
は
、
近
畿
や
朝
倉
地
域
な
ど

か
ら
運
ば
れ
た
と
分
か
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
だ
け
豊
富
な
須
恵
器
を
副
葬
し
た
例

は
、
同
時
期
の
福
岡
平
野
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
時
期
、
北
部
九
州
で
は
、
そ
れ
ま
で
墳

丘
の
上
な
ど
に
置
い
た
土
器
を
石
室
の
中
に

納
め
る
儀
礼
が
一
般
化
し
ま
す
。
赤
井
手
古

墳
は
そ
の
代
表
例
で
す
。
出
土
し
た
須
恵
器

は
、
被
葬
者
像
や
当
時
の
副
葬
の
様
子
、
技

術
力
の
高
さ
、
他
地
域
と
の
交
流
の
広
さ
を

示
す
貴
重
な
資
料
で
す
。
市
の
誇
る
宝
と
し

て
、
令
和
７
年
３
月
に
市
指
定
文
化
財
と
な

り
ま
し
た
。

▲赤井手古墳(石室）

武武
たけすえたけすえ

末末  純純
じゅんいちじゅんいち

一一 名誉館長 名誉館長
（福岡大学名誉教授）（福岡大学名誉教授）

問い合わせ先　福祉支援課障がい福祉担当　（584）1111㈹　F（584）1154

問い合わせ先　文化財課整備活用担当　（501）1144　F（573）1077

やってみよう！〜身近な言葉の手話〜
普段使う言葉を手話でやってみましょう　※QRコードを読み込んで、手話の動画を見ることもできます。

▲子持壺と器台
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児童センター
あそぼ～ 開館時間

休館日

児童センターウェブサイト▶︎

須玖南2-120
573-2431  F584-7739須玖児童センター

大土居1-38
581-5614  F581-5616毛勝児童センター

光町2ｰ180ｰ4
501-7014  F501-7033光町児童センター

天神山1-213
593-2777  F593-2801白水児童センター

55月の行事予定月の行事予定

◆ は申し込みが必要な行事です。5月1日㈭から受付を開始します（先着順）。
幼児行事は午前10時、小学生行事は午後5時から、電話（午後6時まで）ま
たは窓口で受け付けます。小学生以上は本人が申し込んでください。

◆金額は、参加費または材料費です。
◆発熱や風邪などの症状がある場合は、利用できません。
◆天候などの状況により、行事を変更や中止する場合があります。

午前10時～午後5時
※正午～午後1時はおもちゃの貸し出しはしていません。

3日㈯・㈷、4日㈰・㈷、5日㈪・㈷、6日㈫・㉁、
12日㈪、19日㈪、20日㈫、26日㈪

小
学
生

屋上DEあそぼ 7日㈬、14日㈬、
21日㈬、28日㈬

午後4時～4時50分
※天候により中止あり

おまたせ！トランポリン 10日㈯
午前10時45分～11時10
分（受付：午前10時～10
時45分）

わくわく広場「はじめてのプ
ログラミングロボット」 18日㈰ 午前10時15分～11時45

分、 8人
楽しいクッキング「スティック
パン」 24日㈯ 午前10時15分～11時50

分、 12人、150円
手洗い実験 31日㈯ 午後1時15分～2時

中
高
生

トワイライトゾーン 10日㈯、17日㈯、
24日㈯、31日㈯ 午後5時～6時

乳
幼
児

親子であそぼう「しゃぼん玉
あそび」 11日㈰ 午前11時～11時30分

※雨天の場合内容に変更あり
おはなしとぎゅっ♪ 13日㈫、27日㈫ 午前11時～11時20分
おまたせ！トランポリン（1歳
以上） 10日㈯

①午前10時15分～10時40
分②午前11時15分～11時
40分、当日先着各10組

ニコニコくらぶ（2歳以上向け） 22日㈭ 午前11時～11時40分
ヨチヨチ広場（０～１歳向け） 8日㈭、9日㈮ 午前11時～11時30分
親子サロン 14日㈬、29日㈭ 午前11時～11時50分

親子でぎゅっ♪
2日㈮、9日㈮、
16日㈮、17日㈯、
23日㈮、30日㈮

午後1時30分～1時50分

はじめまして♪あかちゃん（令和6
年11月～同7年2月生まれ対象） 15日㈭ 午前10時30分～11時30

分、 10組
子育て相談 21日㈬ 午前10時～11時50分、当

日先着3組（各組30分程度）
子育て講演会「イヤイヤ期の
子どもに穏やかに接する」 16日㈮ 午前10時15分～11時15

分
離乳食学習会 28日㈬ 午前10時15分～11時45

分、 15組

小
学
生

つくってあそぼう「季節のプ
レゼントづくり」 10日㈯ 午後3時～4時、当日先着

20人
けかつ広場「カップスで遊ぼ
う」 17日㈯ 午後3時～4時
けかつ広場「らくがき大会＆
水消火器の使い方」 31日㈯ 午後3時～4時
運動あそび「ドッジボール大
会」 25日㈰ 午後3時～4時
けかつDEクッキング「お好み
焼きづくり」 25日㈰ 午前10時15分～１１時50

分、 12人、150円

中
高
生

トワイライトゾーン

7日㈬、10日㈯、
11日㈰、14日㈬、
18日㈰、21日㈬、
24日㈯、25日㈰、
28日㈬、31日㈯

午後5時～6時

乳
幼
児

ミニミニおはなし会 9日㈮ 午前11時から20分程度
幼児タイム 18日㈰ 午前11時から40分程度
ニコヨチ 13日㈫、15日㈭、

29日㈭ 午前11時から30分程度
ニコニコくらぶ（2歳以上向
け） 22日㈭ 午前11時から40分程度
ヨチヨチ広場（0～1歳児向
け） 23日㈮ 午前11時から30分程度

にこちゃん広場
13日㈫、15日㈭、
22日㈭、23日㈮、
29日㈭

ニコニコ、ヨチヨチ、ニ
コヨチ終了後15分程度

みんなであそぼう 24日㈯ 午前11時から40分程度
親子サロン 27日㈫ 午前11時から40分程度

小
学
生

屋上DEあそぼ 10日㈯
午後3時15分～4時（受付：
午後3時～）、当日先着10
人　※天候により中止あ
り

ワイワイ広場「ドッジボール」 11日㈰ 午後2時～2時45分
かんたんクッキング「フレン
チトースト」 17日㈯ 午前10時15分～11時45

分、 10人、150円
かんたん工作「プラバン」 24日㈯ 午前10時15分～11時
ワイワイ広場「職員とあそぼ
う」 25日㈰ 午後2時～2時45分

おはなしタイム 31日㈯ 午後2時～2時20分
中
高
生

トワイライトゾーン 11日㈰、17日㈯、
25日㈰ 午後5時～6時

乳
幼
児

ニコニコくらぶ（2歳以上向
け）

8日㈭、14日㈬、
28日㈬

午前10時30分～11時30
分

ヨチヨチ広場（0～1歳児向
け）

9日㈮、15日㈭、
29日㈭ 午前11時～11時40分

楽しいおはなし会 16日㈮ 午前11時～11時30分
ワイワイ幼児タイム（3歳以
上向け） 18日㈰ 午前10時30分～11時30

分

親子サロン 21日㈬ 午前10時30分～11時30
分

おひさま広場SP 28日㈬ 午前11時30分～11時50
分

おひさま広場
8日㈭、9日㈮、
14日㈬、15日㈭、
29日㈭

ニコニコ、ヨチヨチ終了
後15分程度

小
学
生

わんぱく広場「卓球であそぼ
う」 11日㈰ 午後3時～4時

作ってわくわく「くるくる万華
鏡」 17日㈯ 午前10時15分～11時15

分

屋上であそぼう 18日㈰ 午後3時～4時、当日先着
10人　※雨天中止

わんぱく広場「カップスであ
そぼう」 24日㈯ 午後3時～4時

わくわくクッキング「カラフル
白玉フルーツポンチ」 25日㈰ 午前10時15分～正午、

12人、150円

中
高
生

トワイライトゾーン
7日㈬、10日㈯、
14日㈬、18日㈰、
21日㈬、24日㈯、
28日㈬

午後5時～6時

乳
幼
児

おはなしな～に？ 9日㈮ 午前10時30分から30分
程度

わんぱく幼児タイム（3歳以
上向け） 10日㈯ 午前10時30分から1時間

程度

ヨチヨチ広場（0～1歳向け） 7日㈬、14日㈬、
22日㈭、30日㈮

午前10時30分から45分
程度

ニコニコくらぶ（2歳以上向
け）

8日㈭、13日㈫、
23日㈮、27日㈫

午前10時30分から1時間
程度

親子サロン 16日㈮ 午前10時30分から30分
程度

ぴよちゃん広場
7日㈬、8日㈭、
13日㈫、14日㈬、
22日㈭、23日㈮、
27日㈫、30日㈮

ニコニコ、ヨチヨチ終了
後15分程度

開館時間

休館日

児童センターは、18歳未満であれば誰でも利用できます。乳幼
児（未就学児）は保護者同伴でお願いします。行事がない時でも、
いろいろな遊具などで楽しく遊べます。
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相談窓口 ※いずれも無料です。また、日時や場所など、変更になることがありますので、事前に問い合わせてください。

高齢者の介護や福祉 ※祝日、年末年始は除きます。
●市北地域包括支援センター　（589）6227　F（589）6228
●市南地域包括支援センター　（595）8188　F（595）6069
●市東地域包括支援センター　（404）0310　F（404）0225

月〜金曜日：午前8時30分〜午後５時、土曜日：午前8時30分〜午後
0時30分

人　権
●定例人権（悩みごと）相談　（584）1201（面談相談のみ）

第1火曜日（6月を除く）：午前10時〜午後３時/市役所市民相談室
（予約不要）

●福岡法務局人権相談　（922）2881
月〜金曜日：午前8時30分〜午後５時15分/福岡法務局筑紫支局

法律・生活・行政など ※祝日、年末年始は除きます。
●市無料法律相談　（584）1148（予約受付のみ）

第3水曜日：午前10時〜午後４時/市役所市民相談室
（第2水曜日午前9時以降の平日に電話予約、先着15人）

●市消費生活相談　（584）1155（F兼用）
月〜金曜日：午前10時〜午後0時15分、午後1時〜４時/じょなさん

●市生活困窮者自立相談支援窓口くらしサポート「よりそい」
　（515）2098  F（581）7258

月〜金曜日（土・日曜日は要相談）：午前８時30分〜午後５時/市社
会福祉センター

●定例行政相談　（431）7082（九州管区行政評価局）
第4火曜日：午前10時〜午後３時/市役所市民相談室（予約不要）

妊娠出産・子育て・子どもの悩み、児童福祉 ※祝日、年末年始は除きます。
●市こども家庭センター　 （584）1015　F（501）0051

月〜金曜日：午前8時30分〜午後５時/いきいきプラザ1階
●市子ども発達支援室　（588）5150　F（501）0051

月〜金曜日：午前8時30分〜午後５時/いきいきプラザ1階
●児童虐待相談　児童相談所全国共通 189（いちはやく）
●県福岡児童相談所　（586）0023

月〜金曜日：午前8時30分〜午後５時15分/電話相談は24時間受付
●養育費に関する電話相談　（584）3931

月〜金曜日：午前9時〜午後5時、土曜日および第1・3日曜日：午前
9時〜午後4時/ひとり親サポートセンター春日センター
暴力・DV・セクハラの相談 ※祝日、年末年始は除きます。

●市男女共同参画センター　（584）1202
月〜金曜日：午前8時30分〜午後５時/じょなさん

●ちくし女性ホットライン　（513）7335
月・水〜金曜日：正午〜午後７時、土曜日：午前10時〜午後５時
障がいに関する相談 ※祝日、年末年始は除きます。

●市障がい者基幹相談支援センター　 （584）1111㈹　F（584）1154
月〜金曜日：午前8時30分〜午後５時 ※緊急時は時間外も対応します。
不安・悩みごと

●心配ごと相談（暮らしの問題や悩み）　（581）7225
水曜日：午後１時〜４時/市社会福祉センター

●福岡いのちの電話　（741）4343　※24時間受付、匿名可です。
インターネット相談（ http://www.inochinodenwa-net.jp)

５月

森
もりやま

山 敦
あ つ と

翔ちゃん（２歳）

中
なかむら

村 翔
しょう

ちゃん（１歳）

永
な が た

田 琉
る い

衣ちゃん（１歳）

梶
かじはら

原 理
り お

愛ちゃん（２歳）

上
うえむら

村 龍
りゅうき

希ちゃん（１歳）

松
ま つ せ

瀬 結
ゆ あ

愛ちゃん（２歳）

齋
さいとう

藤 陽
はる

ちゃん（３歳）

波
は た

多 桧
か い り

利ちゃん（１歳）

合
ごうはら

原 瑠
る い と

羽ちゃん（３歳）

大
おおつぼ

坪 佑
ゆ う

羽ちゃん（３歳）

中
なかがわ

川 双
ふ た ば

葉ちゃん（２歳）

山
やまさき

﨑 朝
あ さ ひ

陽ちゃん（１歳）

HAPPY BIRTHDAYHAPPY BIRTHDAY

お誕生日おめでとうお誕生日おめでとうお誕生日おめでとう

Eメールで、タイトルを「お誕生日おめでとう」、本文に赤ちゃんの氏名（ふりがな）、
生年月日、住所、電話番号を書いて、写真（できればファイル名は赤ちゃんの名前）を
添付して送ってください。郵送の場合は、写真の裏に必要事項を書いて
送ってください。
5月22日㈭までの到着分から抽選（応募多数の場合）で決定します。

【送り先】市報かすが「お誕生日おめでとう」係（〒816ｰ8501春日市役所）
koho@city.kasuga.fukuoka.jp　※写真は返却できません。

7月生まれの赤ちゃん募集（3歳まで）
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Facebook

議会
男女共同参画センター
じょなさん

ID：＠kasuga_fukuoka

春日市L
ラ イ ン

INE
公式アカウント

LINE

Instagram

環境………………………kasuga_kankyo
議会………………………kasuga_gikai
人権………………………kasuga_jyonasan
かすがカメラ部……………kasuga_camera_club
食育………………………kasuga_syokuiku
子育て………………………kasuga_kosodate
ふるさと納税………………kasuga_furusato

広報………………………@kasuga_PR
採用………………………@kasuga_saiyo
環境………………………@kasuga_kankyo
スポーツ……………………@kasuga_sports
奴国の丘歴史資料館……＠kasuga_nakoku
安全安心…………………@kasuga_anzen
収納………………………@kasuga_syuunou
地域教育…………………@kasuga_manabou
ふるさと納税………………@kasuga_furusato

X

小児救急電話相談

平日夜間（午後7時〜翌朝7時）、土曜日（正午〜翌朝7時）、日曜日（午
前7時〜翌朝7時）の子どもの急な病気やけがに対する処置の判断に
困ったときに、看護師や小児科医がアドバイスします。

♯8000　（731）4119
救急電話相談・医療機関案内
♯7119　（471）0099

急な病気やけがの対処や救急車の
利用についてのアドバイスや、最
寄りの医療機関などの案内を行い
ます（24時間、年中無休）。 夜間
当番医など、詳しくは市ウェブサイ
ト（ 1001374）を見てください。

口腔保健センターちくし 休日急患歯科診療所 （診療は急患のみ）

春日原北町1-3-6 筑紫歯科医師会館内　（571）0118
診療日時　日曜日・祝日・盆の午前9時〜午後1時（受付：午後0時30分まで）
　　　　　年末年始（12月30日〜1月3日）の午前9時〜午後4時（受
　　　　　付：午後3時30分まで）

小児科夜間・休日救急診療

※祝日の診療時間は、いずれも午前9時〜午後9時30分です。
※受付終了は午後9時です。
※救急診療部からの支援体制を図る場合があります。
※診療費とは別に料金がかかる場合があります。

福岡大学筑紫病院
（921）1011 月・水・金曜日　午後5時〜9時30分

福岡徳洲会病院
（573）6622

火・木・土曜日　午後5時〜9時30分
日曜日　　　　　午前9時〜午後9時30分

納税は便利な口座振替のご利用を！

さんぽみち

SNSSNSも
チェック

緊急医療
情報

春に開くヨガの扉
　
春
に
な
る
と
新
し
い
こ
と
を
始
め
た
く
な

り
ま
す
。
５
年
前
の
春
、
ヨ
ガ
の
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
の
資
格
取
得
の
た
め
、
ヨ
ガ
ス
ク

ー
ル
に
入
学
。
ヨ
ガ
は
体
幹
を
鍛
え
、
柔
軟

性
を
高
め
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
歴
史
は
長
く
、
昔
は
哲
学
的
な
要
素
が

強
か
っ
た
そ
う
で
す
▼
ヨ
ガ
の
語
源
は
サ
ン

ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
、
和
訳
す
る
と「
つ
な
が

る
」と
い
う
意
味
。
ポ
ー
ズ
が
取
り
入
れ
ら

れ
た
の
は
、
ヨ
ガ
の
最
中
に
湧
き
出
る「
苦

し
い
」「
痛
い
」「
す
っ
き
り
」な
ど
の
心
の
声

に
気
付
き
、
向
き
合
う
練
習
を
す
る
こ
と
で
、

習
慣
的
に
心
と
身
体
を
結
び
つ
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
▼
日
々
の

練
習
で
疲
労
気
味
で
し
た
が
、
多
く
の
仲
間

と
出
会
い
、
70
歳
代
の
友
人
も
で
き
ま
し
た
。

興
味
が
あ
る
こ
と
に
費
や
す
時
間
は
貴
重
で
、

資
格
よ
り
も
ヨ
ガ
漬
け
の
日
々
が
宝
物
に
。

次
は
い
す
に
座
っ
て
で
き
る
ロ
コ
モ
ヨ
ガ
を

学
ん
で
、
祖
父
母
に
教
え
た
い
で
す
。　
え

5月の休日当番医

※QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。

当番医は変更になることがあります。必ず事前に問い合わせてください。 午前9時〜午後5時l 内科、 外科

●増　転入 1,206人
　　　出生 42人
　　　その他 9人

●減　転出 1,355人
　　　死亡 82人
　　　その他 6人

●総人口
　111,647人 （前月  −186） （前年比  −193 ）
　女：57,830人 （前月   −  21） （前年比  −  19 ）
　男：53,817人 （前月   −165） （前年比  −174 ）
●世帯数
　51,380世帯 （前月   ＋116） （前年比  ＋506 ）

■ 軽自動車税（種別割）　全期

※今月の納期限は６月２日㈪です。

※前年比とは、令和6年3月末時点との比較です。

市の人口 令和7年3月末現在

５月の納期

3日㈯・㈷ いなだ医院
 （920）2040

丸山病院
 （922）9001

鹿子生整形外科医院
 （925）1222

諸岡整形外科病院
 （952）8888

4日㈰・㈷ 上田胃腸科内科医院
 （591）5963

福岡徳洲会病院
 （573）6622

太田外科クリニック
 （952）2250

福岡徳洲会病院
 （573）6622

5日㈪・㈷ 榊原医院
 （572）3111

樋口病院
 （572）0343

西川整形外科医院
 （928）1313

福岡徳洲会病院
 （573）6622

6日㈫・㉁ 佐野クリニック
 （581）3695

ちくし那珂川病院
 （555）8835

たなか夏樹医院
 （596）4588

福岡徳洲会病院
 （573）6622

11日㈰ 丸山循環器科内科医院
 （924）3610

済生会二日市病院
 （923）1551

よこみぞ医院
 （921）5001

済生会二日市病院
 （923）1551

18日㈰ 原病院
 （581）1631

自衛隊福岡病院
 （581）0431

ざいつ整形外科
 （588）1720

自衛隊福岡病院
 （581）0431

25日㈰ いとう内科クリニック
 （927）0195

福岡大学筑紫病院
 （921）1011

はら脳神経外科医院
 （928）8858

福岡大学筑紫病院
 （921）1011
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春日新50年プランによるまちづくり
　魅力ある春日の未来図を実現するため、（A）市民活動拠点の整備、（B）都市機能の向上推進、

（C）歴史自然景観の整備の3つの視点（プラン）による都市づくりを推進していきます。

　市中央部エリア（ふれあい文化センターなどがある大谷地区周辺）に、市内の福祉施設などを移転集約した
（仮称）地域共生交流施設の建設を進めています。
　建設予定地の旧大谷ふれあい公園では、建設前の文化財調査に向けて、令和6年度に樹木を伐採しました。
伐採した樹木のうち、木の状態が家具製作などに適したもの（約100本）を「市産材」として選別しました。木
材として使用できる状態にするため、現在、大川市にある製材所で、乾燥などの工程を進めています。
今後のスケジュール（予定）

▽令和7・8年度　乾燥、製材

▽令和9・10年度　ワークショップ・家具製作
木の種類　アラカシ、カクレミノ、クスノキ、クヌギ、
　ソメイヨシノ、ナギノキ、ヤマモモなど
活用予定

▽新しい施設で使うベンチなどの家具の製作

▽緑の循環などへの理解を深めるため、小物を作る
ワークショップなどの開催

○地球温暖化対策としての市産材の活用
　　木は、二酸化炭素を吸収して成長します。伐採した木を焼却などで処分すると、木の中に蓄えられた炭
素が大気中に放出されてしまいます。木材として加工することで、炭素を木の中に留めておくことができ
ます。
　　また、若く成長段階にある木は、古い木よりも多くの二酸化炭素を吸収します。新たな施設の横には、
誰もが緑に親しむことができる広場を設け、新しい（若い）木を植えます。
　　こうした取り組みにより、地球温暖化対策と緑の循環を進めていきます。

Vol.

14

▲春日新50年プラン

問い合わせ先　経営企画課企画担当　（584）1133　F（584）1145　 1014972
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  №

1283

「市産材」の活用に向けて
伐採した樹木の加工を進めています

▲市産材を使用した家具のイメージ

①幹の太さなどで選別した後、
伐採しました。

▼ ▼

②屋外で自然乾燥します。
※番号を付け、どの木を何に使うかを
追跡できるようにしています。

③木材として使用するサイズに
カット（粗製材）し、乾燥を続
けています。

作業の進行状況


